
 
 

 
 

た
が
、
最
近
二
 

 
 

 
 

１
１
西
安
 

l
 
平
披
を
含
 

 
 

 
 

が
 出
現
し
て
 ぃ
 

 
 

 
 

ぃ
が
、
 ㈹
 漢
初
｜
 

 
 

 
 

祖
神
の
祭
祀
で
 

あ
る
と
同
時
に
、
増
殖
儀
礼
で
も
あ
る
。
 

 
 

 
 

文
化
の
背
景
 

 
 

 
 

す
る
で
あ
ろ
う
 

こ
と
を
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

（
 
由
 o
E
F
 
）
の
 
0
 目
（
 
ぃ
 
巴
の
）
、
増
殖
儀
礼
 

池
田
末
利
 

中
国
に
お
け
る
 

1
,
 祖
神
崇
拝
の
 
頭
蓋
忠
否
 拝
 の
 系
報
咀
印
訊
探
 

祖
型
と
し
て
 
｜
｜
 

79 (79) 



 
 

 
 

）
。
祖
神
 は
 一
般
に
人
 

 
 

 
 

文
 （
青
銅
器
銘
文
）
に
 

既
 

（
 
l
 ）
 

 
 

 
 

れ
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
 

 
 

 
 

度
 窺
知
で
き
る
は
ず
で
 

 
 

 
 

い
 か
ら
、
文
献
だ
け
を
 

 
 

 
 

・
土
日
・
 

義
 
（
上
目
小
枠
外
）
の
一
一
一
 

 
 

 
 

的
に
徹
底
し
て
追
求
す
 
 
 

 
 

物
 と
見
な
す
「
文
字
 者
 

 
 

 
 

、
 既
に
い
く
ら
か
は
行
 

 
 

 
 

と
し
て
、
一
種
の
頭
蓋
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

痕
跡
を
見
出
し
た
（
後
 

 
 

 
 

、
中
国
の
考
古
学
は
 、
 

 
 

 
 

続
 と
し
て
発
表
さ
れ
る
 

 
 

 
 

国
学
者
に
よ
っ
て
と
り
 

 
 

 
 

改
め
て
こ
れ
ら
の
資
料
 

は
じ
め
に
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・
人
身
供
犠
な
ど
の
 

（
 
3
 ）
 

 
 

 
 

所
の
多
か
っ
た
 棚
瀬
襄
 

 
 

 
 

の
 逝
去
後
に
刊
行
さ
れ
 

（
 
4
 ）
 

 
 

 
 

げ
で
は
あ
っ
て
も
一
種
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
が
、
 
棚
瀬
 
 
 

 
 

つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
 
 
 

 
 

れ
ば
、
首
狩
り
に
 よ
 る
 

 
 

 
 

狩
り
が
盛
行
す
れ
ば
 複
 

 
 

 
 

0
 服
喪
は
首
狩
り
に
よ
 

（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

の
と
い
え
よ
 う
 。
近
親
 

 
 

 
 

ま
で
も
な
い
。
柳
瀬
 氏
 

 
 

 
 

 
 

（
 
7
 ）
 

 
 

一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

山
 黒
陶
文
化
と
い
っ
 

81 (81) 

 
 

た
ど
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 



（
 
托
 ）
 

同
家
屋
を
想
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
が
 

せ
る
が
、
傍
ら
に
破
砕
さ
れ
た
 粗
陶
 

（
Ⅱ
）
 

殖
 儀
礼
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
 

た
 、
 半
披
 類
型
に
属
す
る
 陳
 四
郎
 県
 

0
 頭
骨
も
単
純
埋
葬
で
な
い
の
 

北
京
市
郊
外
東
胡
 林
 何
 %
 遺
 比
か
ら
 

さ
れ
た
 灰
 坑
内
二
次
埋
葬
で
あ
る
。
 

れ
た
可
能
性
が
強
い
。
以
上
の
半
 披
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
  
 

 
 

る
 。
出
土
地
域
が
異
れ
ば
類
型
も
異
 
2
 
 
 

 
 

を
 呈
し
て
お
り
、
そ
の
体
系
化
・
系
）
 
 
 
 
 

 
 

い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
は
考
 

 
 

下
城
の
籠
山
文
化
と
に
大
別
し
て
見
て
ゆ
 

（
 
8
 ）
 

 
 

 
 

り
 断
定
で
き
る
遺
構
は
ま
だ
発
現
し
て
い
な
 

 
 

出
土
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
一
九
五
 

 
 

 
 

半
 坂
村
の
 遺
比
 で
、
長
方
形
の
住
居
比
高
 

 
 
の
 住
居
比
は
特
定
個
人
の
も
の
で
は
な
 

 
 
オ
 な
ど
で
遺
骸
を
収
め
た
棺
を
置
く
共
 

 
 

埋
葬
で
は
な
い
。
 股
虚
 宗
廟
の
貸
基
を
思
わ
 

 
 

れ
ば
、
フ
レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
い
 う
 一
種
の
増
 

 
 

 
 

（
Ⅱ
 

甘
 ）
 

 
 

片
の
中
か
ら
人
頭
骨
三
個
が
出
土
し
た
。
 こ
 

 
 

慎
一
九
六
六
年
に
 、
 同
じ
く
手
技
類
型
の
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

一
緒
に
出
土
し
た
が
、
一
般
 墓
葬
 と
は
区
別
 

（
 
騰
 
@
 ）
 

 
 

か
ら
、
増
殖
な
ど
の
農
耕
儀
礼
 仁
 供
用
さ
 

 
 

的
を
有
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
頭
蓋
 



 
 

 
 

し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
 

 
 

 
 

そ
の
中
に
も
頭
骨
上
に
六
 

ケ
 83 (83) 

お げる頭蓋崇拝の 系譜 試 

山 
文仰ど ながほ 十課 
化 紹 に 介 め 
に 期 見 に ら 
属 か え 考 れ 
す ら る え な 
る 龍 複 ら い 
灰 山 葬 れ が 
坑 期 の る   
七 に 祖 。 前 
  入 塾 同 に 
房 る で 時 も 

基 とあ " る に " 指 摘   
一 確 ら 葬 ャこ 
、 な か 側 頭 
陶 形 で が 蓋 
黒 で あ 文 保   
水 、 構 
井、 が 
二次 ユミ " 且 " 圭 の儀 

社 葬 
二 親 上 と 
口 れ 喪 は 
  て 礼 密 
埋 来 を 切 
葬 る 六々 ロ ヤブ ヒ 
四   
ケ 一 め、 聯関 

所 九 屡 す 
が 五 く る 

発 七 引 か     
た 河 れ 頭 
  ゴヒ る 蓋 
扇 雀 墨 遣 
基 部 子 比 
内 邸 尚 発 
0  県 賢 現 

一 = 応 ・ 澗 溝 順 
篇 の 
や 仝 

塊 村 タ Ⅱ 後 
か か 子 の 

湯 可   問 ム 憶 ヒ ヒ 
入 能 焦 性 

  

探  
 

 
 

・
江
蘇
・
四
川
の
九
省
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

に
 至
る
黄
河
上
流
と
、
 

 
 

 
 

蓋
の
特
殊
な
と
り
扱
い
 

（
 
3
 ）
 

 
 

 
 

と
も
呼
ば
れ
る
が
、
 中
 

 
 

 
 

葬
 に
よ
っ
て
 、
 始
め
て
 

 
 

 
 

る
こ
と
か
ら
は
、
ま
た
 

 
 

 
 

義
二
一
次
 葬
や
残
 青
芽
 

（
 
れ
の
 

）
 

 
 

 
 

を
 総
括
す
る
田
河
 禎
昭
 

 
 

 
 

馬
塞
 緒
期
一
 ・
 
馬
傲
期
二
 ・
 

 
 

 
 

を
 拾
集
し
て
改
め
て
 

 
 

で
は
、
一
種
の
複
葬
で
あ
る
 
C
 



 
 

 
 

、
某
 方
 
（
Ⅱ
 
邦
 ）
 首
 

一
 

 
 

 
 

で
も
雲
南
西
 盟
伍
族
の
 

（
Ⅱ
の
）
 

 
 

 
 

に
よ
 る
も
の
と
見
る
 

（
 
沖
ぬ
 

）
 

 
 
 
 

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

。
た
だ
、
 灰
坑
 出
土
で
 

㈹
 
澗
溝
 籠
山
文
化
人
頭
骨
①
出
土
 状
泊
 

①
 

れ
 
②
 刀
割
浪
 人
頭
骨
 

が
の
傷
痕
を
伴
 5
%
 身
葬
 が
出
た
。
郷
民
 は
 、
こ
れ
 

を
 病
死
で
は
な
く
、
部
落
間
の
抗
争
に
 よ
 る
 殺
 裁
と
 

断
定
し
て
い
る
。
郷
民
は
ま
た
、
五
七
年
出
土
の
頭
 

侍
を
、
五
九
年
に
洗
淋
し
て
、
傷
痕
は
頭
皮
を
剥
い
 

だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
中
国
科
学
院
脊
椎
動
物
 与
 

②
古
人
類
研
究
所
の
鑑
定
に
よ
っ
て
確
認
し
た
上
、
 

Ⅱ
 
生
 

別
と
推
定
年
齢
、
傷
痕
の
状
況
な
ど
を
詳
細
に
分
析
 

し
た
。
そ
の
結
果
、
頭
蓋
は
人
体
か
ら
切
り
離
し
た
 

も
の
で
あ
る
が
、
骨
器
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
は
 

な
く
、
原
始
部
落
に
一
般
的
な
首
狩
り
と
頭
皮
剥
脱
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( 銭 /L; 唄 ， 胃づ   

有
三
例
は
頭
骨
に
直
接
に
契
刻
し
た
「
 人
頭
 別
辞
」
と
称
す
る
も
の
で
、
③
 @ 
国
の
首
長
の
再
と
い
う
者
を
 、
 ④
は
 
一
 
・
万
一
、
 
⑤ 
は 

（
 
明
 
㍉
）
 

 
 

朋
に
 
指
摘
し
た
。
そ
こ
に
引
用
 

（
 
2
 
9
 
）
 

 
 

は
 、
 敵
 万
国
首
長
や
異
部
族
の
 

 
 

を
 示
し
た
だ
け
な
の
で
、
改
め
 

 
 

 
 

｜
 
（
 
Ⅰ
 
0
 
り
 
）
 

 
 

し
て
 批
庚
 （
Ⅱ
女
性
祖
神
）
 

護
 を
受
け
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

（
㏄
㏄
）
 

し
た
 陳
夢
 寒
や
 趙
錫
元
 の
ほ
か
に
、
 
胡
 厚
賞
や
窪
 

頭
蓋
を
祖
神
に
供
祭
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
 

て
 総
括
す
る
と
（
傍
線
は
固
有
名
詞
）
 、
 

や
京
（
Ⅱ
祖
神
の
総
称
）
を
祭
り
、
そ
の
 又
 （
Ⅱ
 
佑
 ）
 

85 (85) 



 
 

 
 

慎
む
べ
き
で
あ
る
が
、
 

 
 

 
 

が
ち
不
当
で
ほ
あ
る
ま
 

 
 

氏
 の
つ
ぎ
の
考
察
は
興
味
深
い
。
 

 
 

 
 

ず
べ
き
で
あ
る
。
 伯
 

（
㏄
）
 

（
 
3
 
8
 ）
 

 
 

 
 

で
、
 段
虚
 文
化
と
の
間
 

（
 
㏄
）
 

巾
 

 
 

方
 の
伸
長
で
あ
る
。
 

 
 

期
の
頭
蓋
を
湖
る
と
 

（
 
3
 
7
 ）
 

 
 

な
か
っ
た
か
 
0
 ま
た
 

 
 

十
キ
ロ
程
度
で
あ
る
 

 
 

供
 

 
 

だ
 け
 

 
 

い
 

 
 

が
 
、
 

 
 

（
Ⅱ
 

駅
 ）
 

 
 

 
 

、
 盟
も
て
 丁
 （
Ⅱ
祖
神
の
 

（
 
コ
し
 

3
 ）
 

と
す
る
。
ト
辞
 頻
 見
の
案
の
異
体
と
見
れ
ば
十
分
で
、
 

 
 

頭
蓋
を
両
手
に
持
ち
 皿
 

（
 
Ⅱ
）
 

目
 

な
ど
が
あ
る
。
 

の
 …
 亥
ト
、
 

 
 

（
の
曲
）
 

 
 

た
 異
族
俘
虜
を
後
ろ
手
に
縛
っ
 て
 頭
蓋
を
取
る
形
象
の
期
の
別
体
 

 
 

に
よ
っ
て
祖
神
を
祭
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

Z
.
 帝
辛
 （
末
期
）
 

、
つ
 

 
 

 
 

が
で
き
ょ
 ぅ
 。
以
上
は
 

 
 

を
 供
祭
す
る
場
合
と
し
て
、
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る
が
、
二
者
の
間
に
は
古
い
 

中
 

 
 

 
 

二
九
五
五
年
か
ら
 六
 

87 (8; 

  お げる頭蓋崇拝 の 系譜 試探 

（
 
椛
 ）
 

を
 想
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 

一
 一
 

 
 

 
 

な
い
。
ず
っ
と
降
っ
 

 
 

 
 

、
か
な
り
古
い
伝
統
を
 

繍
る
澗
 構
文
化
と
商
文
化
と
の
関
係
は
 、
 

 
 

蓋
 崇
拝
の
 、
 少
く
と
も
潜
在
的
聯
繋
 

 
 

 
 

0
 発
明
と
さ
れ
る
こ
と
 

 
 

 
 

る
 。
と
こ
ろ
で
、
 
伯
盆
 

 
 

 
 

 
 

鳥
 伝
説
は
主
と
し
て
 河
 

 
 

 
 

発
現
地
で
あ
る
だ
け
で
 

（
 
旬
 ）
 

 
 

 
 

と
さ
れ
る
。
と
す
れ
 

 
 

 
 

暴
言
，
 

+
,
 
尚
賢
篇
 上
 皆
目
 

伊
 
ル
，
一
ヮ
，
一
 

 
 

 
 

ほ
 河
南
の
そ
れ
で
は
な
 

 
 

 
 

ど
 、
 皆
伯
盆
 伝
説
と
関
 

 
 

 
 

と
い
う
。
水
井
な
ど
を
 



（
Ⅲ
 
叩
 
）
 

（
の
 
れ
 
）
 

 
 

繁
簡
の
差
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
ほ
同
じ
で
あ
る
。
 そ
の
中
の
二
 器
 
（
Ⅱ
 

 
 

 
 

 
 

ば
 て
、
上
段
仁
人
物
、
 

 
 

（
円
山
）
 

 
 

 
 

て
い
て
、
露
出
し
た
人
 

 
 

 
 

貝
 

（
㎎
）
 

 
 

 
 

㊧
 
ほ
 
「
人
物
・
屋
宇
 緩
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

・
晩
期
の
も
の
と
さ
れ
 

め
 
博
物
館
収
蔵
 

 
 

が
 多
く
 、
ま
 の
 青
銅
器
 は
四
、
 

た
 策
命
 錫
 手
形
式
 五
千
件
 

の
銘
文
 

 
 

・
 貯
貝
 器
な
ど
 

（
 
仰
 ）
 

 
 

、
具
体
的
な
人
 

（
 
毬
 ）
 

 
 

が
 、
前
一
八
・
七
世
紀
の
春
秋
頃
か
ら
は
既
に
独
自
の
圭
 

 
 

（
 
蝸
 ）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
省
 

駝
 椎
髪
 

 
 

 
 

 
 

魍
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

君
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

石 ① 
案 昔 年 
出 軍 ま 

第 は で 
六 省 に 
首 都 四 
墓 民 国 
か 胡 竹 
も と ね 

  
王狭六 玄ん l 
印 で 五 
」 " 七 
な そ 年 
る の の 
今 西 第 
印 南 二 
も に 次 
出 当 に 
土 る つ 
し 。 い 
て 損 て 

い る 友一報 他日 
潰にヒ 。 ）荷吉 
族 は がぁ 
の 古 田） 
こ く て 
と か い 
が ら る 
文 渥   
献 族 
に が 

現 住 
れ ん 
る で， 
の い 

は て 史 
(88) 88 
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信
仰
の
表
現
で
も
あ
る
。
 ト
テ
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
 

9
@
 

ミ
 
㏄
 
@
 
の
ト
 

レ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

興
り
 

 
 

と
頭
蓋
へ
の
供
養
と
で
あ
る
が
、
頭
蓋
 

 
 

の
で
あ
る
。
ま
た
、
男
女
の
交
合
も
解
 

 
 

ぼ
し
」
 

伽
取
酌
 

Ⅱ
で
 

め
の
ス
リ
。
 

占
 帖
肛
 

は
は
 

ア
勺
壺
奏
 

下
器
剛
胆
 

命
 

南
築
 

 
 

ど
 
、
 
銅
柱
 

と
と
も
に
 

唄
族
の
ト
テ
ム
と
 

（
一
町
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ヨ
リ
 

な
ど
と
同
様
、
土
地
の
 

89 (89) 



 
 

 
 

の
間
に
相
違
が
あ
る
 
 
 

 
 

農
耕
の
主
体
が
女
性
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
る
頭
蓋
に
つ
い
て
 

 
 

 
 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 
な
 

 
 

 
 

あ
る
。
と
こ
ろ
が
よ
く
 

 
 

 
 

 
 

性
 な
の
で
、
首
狩
り
で
 

 
 

 
 

た
り
、
神
に
供
祭
し
た
 

 
 

 
 

人
、
 メ
ラ
 不
 シ
ア
 人
、
 

 
 

 
 

 
 

体
が
髪
 ・
服
を
具
え
て
 

 
 

 
 

な
 祖
先
頭
蓋
保
存
の
た
 
 
 

 
 

。
ま
た
、
男
女
の
抱
擁
 

 
 

 
 

。
か
く
し
て
、
こ
れ
ほ
 

 
 

 
 

ラ
不
 シ
ア
の
よ
う
に
 占
 

 
 

 
 

的
に
は
 装
 ら
ぬ
一
種
の
 

 
 

 
 

、
 演
大
 農
耕
社
会
に
 お
 

 
 

 
 

地
区
に
お
け
る
母
権
制
 

（
㏄
）
 

の
 残
存
を
想
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
。
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①
頭
蓋
が
 図
 象
の
中
心
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
首
狩
り
習
俗
 

 
 

 
 

と
す
る
江
氏
に
は
若
干
 

 
 

 
 

い
て
も
必
ず
し
も
異
族
 

 
 

 
 

ば
、
 単
な
る
犠
牲
な
い
 

 
 

 
 

的
で
あ
ろ
う
。
③
蛇
に
 

 
 

 
 

し
な
い
が
、
単
な
る
 祖
 

 
 

 
 

、
頭
蓋
の
意
義
が
ま
た
 

 
 

 
 

て
は
、
江
氏
の
解
釈
で
 
 
 

 
 

を
 中
心
と
す
る
祭
祀
で
 

 
 

 
 

て
 考
え
れ
ば
、
祭
祀
の
 

 
 

 
 

ほ
 、
祭
祀
や
儀
礼
か
ら
 

 
 

 
 

豊
収
 の
 祈
求
と
 見
る
べ
 

 
 

 
 

る
こ
と
に
変
り
は
な
 

 
 

 
 

間
の
、
水
ぃ
 
伝
統
を
承
 け
 

る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
 潰
族
 銅
器
が
前
六
・
七
世
紀
、
 

 
 

証
し
て
い
る
。
ま
た
、
 

 
 

 
 

類
似
現
象
の
文
献
に
見
 

え
る
も
も
の
と
し
て
遺
族
に
近
 い
僚
族
 が
あ
る
。
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関
係
は
極
め
て
複
雑
 

 
 

 
 

が
 
挙
げ
ら
れ
る
。
僚
も
 

 
 

 
 

。
僚
が
文
献
に
初
見
す
 

 
 

 
 

、
 
自
 漢
中
津
船
印
・
 

窄
 

 
 

 
 

 
 

 
 

若
 中
国
貴
族
 

也
 
、
死
者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

族
 
と
同
じ
「
 

干
欄
 
」
 式
 

ひ
げ
 

 
 

 
 

を
 
有
し
て
お
り
、
一
面
 

 
 

 
 

は
ま
だ
出
土
を
見
な
い
 

 
 

 
 

秦
山
 
銅
飾
 
国
家
と
同
様
 

 
 

 
 

族
の
頭
蓋
習
俗
と
、
 

中
 

 
 

 
 

に
と
れ
ば
、
中
原
と
は
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よ
寸
 

 
 

 
 

最
近
で
ほ
 、
 ①
和
田
清
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）
 方
 三
百
里
、
 
労
 平
地
胆
 鏡
 

  

 
 

 
 

、
従
兵
俗
 以
 長
文
、
云
々
 と
 

げ
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

り
で
あ
る
こ
と
は
、
古
く
 杜
 

㏄
 

蓋 崇拝の系譜 試探 

  化 第 秋 成 昭 に る 中 あ 

ケ ア ムー 

  四 西南 交渉 至 y こ U 四川 に広 北西 賦 部 南中 大で 管子 

な 示た雲分 っ・ く 部な古京 でど く の あ っ 山東 重土 数国 南一ものす 、 市 し 6 （， 、後 に僕 は尚 夷 越 たと 篇 に 
" ）の ま 書 十 い 見 の 

  
ぎ 書 の に あ 帝 

@ 

    
六々 口 

楚、   

王 、 文 次 春 流 ・ 域 れ の で 



 
 

 
 

 
 

 
 

す
る
（
前
述
）
。
後
世
の
僚
人
の
分
布
は
甚
だ
広
く
 

、
 包
 

，
 ①
 
 
 
 
 
 
 

 
 

定
 で
き
な
い
が
、
同
一
系
統
に
属
す
 

 
 

 
 

に
 、
昔
事
出
土
文
物
 は
 

 
 

 
 

河
南
 輝
県
 出
土
の
銅
 驚
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
 、
北
方
や
西
北
地
方
 

ま
 

 
 

 
 

江
寧
 生
は
 、
成
王
の
 間
 

 
 

 
 

岐
に
亘
 る
が
、
 楚
 と
の
 

 
 

 
 

警
 族
の
存
在
、
ま
た
は
 

 
 

 
 

め
た
 椎
 髭
の
広
域
性
を
 

（
 
Ⅱ
）
 

出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
 、
中
原
漢
族
が
 捉
 ，
け
ん
 

 
 

 
 

し
た
に
過
ぎ
ぬ
が
、
 
原
 
 
 
 
 

 
 

 
 

伝
説
そ
の
も
の
ま
で
も
 
 
  
 

（
㏄
）
 

 
 
 
 

否
定
し
な
い
。
③
 漏
漢
駿
も
成
 王
を
誤
り
と
す
る
が
、
 

 
 

っ
て
お
り
、
西
南
東
 伝
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（
 
篠
 ）
 

る
の
は
疑
い
な
い
、
と
い
、
 ゥ
 。
 

 
 

 
 

史
記
の
荘
 蹄
 伝
説
も
 

 
 

 
 

楚
の
交
渉
を
示
唆
し
て
 

 
 

楚
辞
 九
 歌
序
の
 

 
 

た
こ
と
ま
 、
 

 
 

（
 
乃
 ）
 

 
 

 
 

ぅ
 宗
教
的
雰
囲
気
は
周
 

（
 
托
 ）
 

 
 

 
 

存
の
遺
構
 は
 ま
だ
 江
 
・
 

 
 

 
 

犠
の
習
俗
を
示
し
て
い
 

 
 

 
 

る
 点
に
お
い
て
共
通
し
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

史
記
 楚
 世
家
）
、
中
原
 

 
 

 
 

て
 、
 楚
 独
自
文
化
の
本
 

 
 

 
 

お
文
化
を
始
め
、
 
大
 

 
 

 
 

  

（
 
俺
 ）
 

 
 

 
 

の
 実
在
を
示
す
大
き
な
 

 
 

 
 

ま
で
及
ぶ
と
 

。
。
。
 

し
う
 

、
 （
 
9
 
7
 
 

）
 と
 

 
 

 
 

た
こ
と
に
な
る
。
 
一
 

 
 

 
 

僕
 」
字
が
示
す
 唄
族
 ・
 

 
 

 
 

せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
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  ㍑ T 註   
拙稿 拙稿 拙稿 代宗 

    
宅支制に 
口部 度於 
本に と る 
甲族 思霊 
国げ想鬼 
学る l 観 
会祖 卜食 

    
百一 

  

五     
後 

  
国吉 所収。 

多 異 質 た 以 い 崇 ス 
く 的 料 も 前 て 拝 キ 初 
の で は の か 、 を タ め 
遺 あ 蓼 で ら 文 基 ィ に 
物 る 々 あ の 化 軸 文 述 
と が た る 仮 圏 と 化 べ 
の 、 る が 税 調 し に た 

結 

発 と も 、 を 的 て も よ 
三五   Ⅱ 口 

待 げ あ た す 大 し る   
望 た り ぬ べ し て と 頭 
し 既   
て 由幸 ほ は くていす 、 いるれの 蓋 
て 道 南 背 景 ぅ が ば 保 
や 構 夕 貴 近 な   、 存 

呉 まな ・ 相互 数民 とし の出 ら、 頭蓋 広く 

い 間 候 て 上 古、 保 東 拝 
次 の の の 資 代 、 存 ァ は 
第 久 間 民 料 中 、 は ジ   
で 落 題 族 を 卦祖 ァ 今 
あ な は 文 中 宗、 神 に 日 
る 埋 ま 化 心 教、 呉 音 で 
。 め だ の に の、 拝 遍 は 
る 明 文 頭 宗 、 で 約 束 
た 確 流 蓋 教 、 あ な ァ 

め は でや遺民、 な 影構族 、 る可ジ と能ァ   

更 が 係 態 位 、 に 考 平 洋語 現状に多にも 明 を 置づ その えら 

く で 言 か け、 湖 れ 島   

と 解 る と す を 知 盛 
、 放 を と る な の 行 
民 優 待 も も す よ し 
族 の な に の も う て 

文中 流国 か つ 系はと " でのにお " り 
関 考 た 諸 な 考 中   
保 古 。 を い え 国 ま 
を 学 し 摸 か ら の た 
実 の か 索   れ 宗 古 
乱 造 し せ 本 る 教 く 
す 展 、 ん 橋 点 は は 
べ は 出 と は に 祖 北 
ぎ 驚 上 し 、 お 押 方 

 
 

範
囲
を
脱
し
な
い
。
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    が 人     
「中国 区の 一 p  会   一が 一坪 出、 =   
    

ヒ 、 版国     
      

「 中 る 。 禎 局、 

  国 昭   仰 先史 「 九 
五   待 詔 
七 仕 女 

鰍 帝己 の 化   
香 メ 事   

港、 之 口 一 次 の 4 型 
窯 昭 葬 葬   
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拙
著
、
（
 
3
 は
 改
 

題
 ）
所
収
。
 

 
 

大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
Ⅰ
六
五
五
 
｜
 六
五
九
頁
。
 

 
 

 
 

全
的
人
殉
和
人
 
祭
 」
㊤
 

 
 

あ
る
。
 



（
 
6
 ）
 

（
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（
 
3
 
8
 ）
 

（
 
3
 
9
 ）
 

（
 u
u
 
）
 

（
四
）
 

（
 8
 ）
 

（
 四
 ）
 

（
㏄
）
 

（
 紐
 ）
 

（
 2
 ）
 

（
 3
 
3
 ）
 

（
 3
 
4
 ）
 

（
 3
 
5
 ）
 

（
 2 
5
 ）
 

（
 
れ
 ）
 

（
 
2
 ）
 

（
 
盤
 ）
 

（
 
ぬ
 ）
 

 
 

 
 

0
.
 
一
六
 -
-
 
頁
 。
 
 
 
 
 

 
 

）
一
四
二
頁
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
 四
 ）
 引
 論
文
（
収
載
前
掲
 書
 ）
一
 山
 
八
三
 ｜
 一
山
八
四
頁
。
 

 
 

 
 

河
北
省
文
化
尼
 

 
 

 
 

が
あ
る
。
 

 
 

 
 

只
 ）
二
五
八
 ｜
 

 
 

 
 

河
北
大
行
 凹
め
 

 
 

輝
 県
な
ど
の
地
域
を
包
括
す
る
も
の
と
見
る
。
 

 
 

 
 

段
南
 史
」
、
 上
 

 
 

 
 

前
掲
拙
著
、
一
九
七
頁
の
補
記
。
 

朝
民
、
前
掲
論
文
㈲
（
前
掲
 誌
 八
）
六
二
頁
。
 

 
 

深
更
銀
号
三
 職
 書
店
、
一
九
八
二
・
北
京
）
四
四
一
頁
。
 

 
 

）
が
 、
全
 と
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 
 

論
文
、
参
照
。
 

 
 

 
 

い
る
。
 

経
瓦
、
前
掲
論
文
（
収
載
前
掲
 書
 ）
同
質
。
 

 
 

文
字
研
究
」
 
一
輯
 ）
三
八
一
頁
の
解
字
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

な
っ
た
も
の
と
 

 
 

は
 長
と
見
る
。
 

 
 

社
や
 、
後
引
の
 昭
公
 十
一
年
の
よ
う
に
人
身
供
犠
で
あ
る
。
 

羅
氏
 、
前
掲
論
文
（
収
載
前
掲
 書
 ）
同
質
。
 

郷
民
、
前
掲
論
文
（
前
掲
 書
 ）
三
八
 0
 頁
 。
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五 

  

九   
で むり 三 生 
い ニー ア 的 と 五） 

  v" ヒ 一 - 
/ ヘ 

興 

      

頁 。 型 
  と 
  Ⅰ こ 
つ         
の 

金 
分 

印 
す 

や   

銅       
鏡 試 

  
銅 
銭 

珊夏 

な 
文 

ど ィ 」 ヒ       に兄 研た 客 朋掲 
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掲
誌
 ）
 同
頁
 も
銅
 柱
を
ト
テ
 ん
と
す
る
。
 

 
 

（
㏄
）
 馬
氏
 、
前
掲
論
文
（
前
掲
 誌
 ）
 三
 二
一
頁
以
下
。
 

1
0
 

 
 

 
 

類
似
の
干
 欄
 式
家
屋
模
 

り
 
 
 

 
 

 
 

仕
者
、
宗
教
 行
は
 

 
 

 
 

銅
飾
 と
は
別
の
 

 
 

 
 

字
 」
（
「
文
物
」
 

 
 

え
て
も
（
九
四
 ｜
 九
五
頁
）
、
 
杖
 舟
人
頭
紋
は
見
え
な
い
。
 

（
㏄
）
馬
兵
、
前
掲
論
文
（
前
掲
 誌
 ）
 三
 二
一
頁
。
 

（
㏄
）
例
え
ば
「
殺
人
 祭
銅
柱
 場
面
」
 尖
 報
告
」
七
五
頁
）
。
 

 
 

 
 

ろ
が
多
く
、
西
南
東
国
 

族
説
は
 苗
氏
の
引
く
 ミ
臼
 h
q
p
 

ヨ
田
お
 「
 
ゴ
の
 
目
に
よ
る
。
 

店
 、
一
九
 セ
九
 ・
成
都
、
四
三
頁
、
参
照
。
 

 
 

 
 

 
 

五
七
頁
以
下
。
 
 
 

 
 

」
（
「
考
古
」
一
九
六
一
 

・
九
）
四
八
六
頁
）
。
（
㌍
）
参
照
。
 

（
㏄
）
苗
氏
、
前
掲
論
文
（
前
掲
 誌
 ）
七
三
八
頁
。
 

 
 

漢
文
大
系
第
十
一
巻
き
、
二
三
七
頁
、
参
照
。
 

 
 

 
 

巴
蜀
 b
 
、
四
川
新
華
 書
 

 
 

 
 

0
0
 三
頁
。
 

（
㏄
）
 苗
 氏
、
前
掲
論
文
（
前
掲
 誌
 ）
七
三
 セ
頁
 。
 

 
 

｜
 四
八
一
頁
。
 

 
 

農
耕
・
遊
牧
を
兼
ね
、
弄
は
遊
牧
系
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

読
 も
肯
げ
な
い
こ
と
は
 

 
 

 
 

る
 （
前
掲
論
文
 



附
記
 

 
 

 
 

漏
漢
駿
 、
前
掲
論
文
 

 
 

 
 

前
掲
論
文
「
古
代
 

探
 
試
 

民
族
 考
 」
（
前
掲
 
誌
 ）
四
三
七
頁
。
 

 
 

字
を
日
本
漢
字
に
改
め
た
。
原
著
者
の
諒
恕
を
請
 う
 。
 

 
 

 
 

 
 

る
 
げ
 

 
 

お
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
国
 
中
 

0
1
 

 
 

（
前
掲
 
誌
 ）
圭
一
一
山
ハ
頁
）
。
 

 
 

完
 考
古
学
報
 L
 一
九
七
九
、
四
）
四
三
二
 

｜
 四
三
八
頁
。
 

 
 

 
 

「
郊
祀
 
志
 」
に
 、
楚
 

懐
 正
隆
祭
祀
、
 
重
 淫
祀
と
あ
る
。
 

 
 

 
 

九
頁
、
李
建
「
 楚
俗
尚
 

 
 

 
 

ど
 参
照
。
 

 
 

四
）
、
参
照
。
 

 
 

 
 

つ
い
て
は
、
湖
北
 
省
博
 

 
 

、
二
九
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。
 

 
 

遺
 比
 約
 発
掘
」
 宅
 文
物
 L
 一
九
七
六
・
一
）
。
 

（
 四
 ）
郷
民
「
試
論
 夏
 文
化
」
（
前
掲
 
書
 ）
 一
 三
ハ
 頁
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今 
日 興 
に 文 
友 佑 
ん の 
で、 伝 
い 来 
る と 
が T 受 
捜容 
数 と 
年 い 

ぅ 前、甘 令 
題 戦前 に 
か 関 
ら ，む 
戦 を 
時 も 
中 っ 
に 私 
か は 
げ   
て - 

九六 ムロ 湾 

力 ら ン 上 上手 - / Ⅰ @ 三 
若 夏   
  
っ 縄 
た 県 
太 地 
々 方 
か め 
ら 中 国 
清 酌 
明 信 
日 柳 
め や 
墓 習 
参 俗 
に な 
つ 眺 
か め 
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窪
 

構
思
 

 
 

 
 

、
か
つ
祖
先
の
 

 
 

 
 

度
 化
さ
れ
、
 多
 

 
 

 
 

現
在
そ
の
伝
統
 

 
 

 
 

方
 、
マ
レ
ー
シ
 
 
 

 
 

人
々
の
あ
 い
だ
 

 
 

 
 

民
 の
あ
 い
だ
 で
 

 
 

 
 

状
を
紹
介
す
る
 

 
 

み
た
い
。
 

 
 

一
 
は
し
が
き
 

清
明
日
の
墓
参
 



し 措 か 
そ て て ら 清 
の 意 則 の 明   
、 れ 至 だ ほ 

一 
一 

寒 て ・一 つ " 
蓮   

ぶ す   
行 ぎ   参 

の 一五 墓参あっ 緯援 る 。 
た と 神 吉 日 

変 

。 ほ 突 く 目 
巷 腫 ・ 

そ ま 口 そ の 
れ っ に の 日   
の 関 同 み   
同 係 様 え こ 0 火のであ 日 にみ てい 

使っえるが 用 たて『 意 
を 。 ぃ 准 識 

林   る 南 さ 
じ か 子 れ 
ナ， Ⅰ 9 ヒ だ 
ナ， Ⅰ 

め 
の 

ネ木 

呼 
古， Ⅰ 
  

が 
日 、 フヒ 

  

そ 
れ 目 Ⅱ 

ヤブ 目 

廿 Ⅰ主コ・ 

  

つ 

ぎ 
の 
よ 

以ノ     
な由 と斗ろ 

 
 

 
 

た
や
り
方
で
あ
っ
て
 、
 

 
 

 
 

ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
在
住
 

 
 

す
る
。
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

合
は
福
建
省
出
身
者
で
 

 
 

 
 

加
 す
る
機
会
に
恵
ま
 

 
 

 
 

詰
 も
き
く
こ
と
が
で
 

 
 

 
 

明
の
墓
参
に
つ
い
て
 、 き れ 

伝 る を 
統 一 き   
清 七 さ 
明 年 ら 
日 ぴ =  Ⅴ こ 

の 偶 d 
墓 然 九 
参 に 八 
に み 二 
接 る   

した ノ し一 と年 ー 一 
い の の 
と で 二 
  芯 き 回 
っ た に 

て 杏 わ 
ぃ 港 た 
た の っ 

げ そ て 
れ れ   
ど と そ 

  
諸 い 参 
種 さ の 
の さ 様 
事 か 子 
清 興 を 
か な 実 
ら っ 際 
そ て に 
の か み 

機 た る 
は 。 機 
な そ 会 
か こ を 
な で 与 
か " え 
め い ら 
ぐ つ れ 
っ の た 

て 日 。 
こ か そ 
な 台 の 
か 湾 様 
っ で 子 
ナ， し   

  そ 
ま、 ひ 

と の 去 

く 1043 104 



清明日の墓参 

来
話
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

五
人
の
忠
臣
と
と
 

 
 

 
 

与
え
て
漸
く
餓
え
 

 
 

 
 

っ
た
 0
 か
れ
は
 即
 

 
 

 
 

憤
慨
し
た
分
子
 推
 

 
 

 
 

な
よ
 び
だ
し
た
 
 
 

 
 

そ
の
折
に
火
の
使
用
を
禁
ず
る
習
俗
は
な
い
。
 

 
 

思
っ
て
 、
 山
に
火
 

 
 

 
 

は
 分
子
推
を
祀
っ
 

（
 
3
 ）
 

 
 

ほ
 火
の
使
用
を
禁
じ
て
分
子
推
を
偲
ん
だ
。
 

 
 

日
午
の
条
な
ど
に
は
、
分
子
 推
 に
言
及
し
な
が
ら
も
、
 ま
っ
た
く
こ
の
こ
と
 

 
 

 
 

使
用
を
断
つ
こ
と
が
そ
 

（
 
4
 ）
 

の
 原
義
だ
と
す
る
の
が
、
守
屋
美
都
雄
の
説
で
あ
る
。
 

 
 

に
徳
 ぅ
 。
な
お
、
右
の
 

 
 

 
 

て
 、
い
っ
し
か
そ
の
 

 
 

 
 

子
 推
の
伝
説
が
あ
っ
た
 

 
 

 
 

掃
除
を
す
る
 よ
う
 に
 た
 

 
 

 
 

唐
の
玄
宗
が
開
元
 三
 0
 

 
 

 
 

の
あ
い
だ
に
起
こ
り
た
 
105 (105) 



（
 
5
 ）
 

 
 

 
 

し
 、
寒
食
の
期
間
の
最
 

 
 

 
 

な
し
て
祀
っ
た
の
が
き
 

 
 

 
 

荊
楚
歳
時
記
 ヒ
に
 記
載
 

靖
代
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。
 

と
 記
さ
れ
て
い
る
。
 

な
ど
に
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

任
於
他
処
 。
下
侍
 作
楽
 。
佃
編
入
五
礼
。
 

 
 

五
二
、
「
通
志
」
 
巻
 四
三
 

俗
を
五
礼
の
な
か
に
 編
 

る
 習
俗
が
さ
か
ん
に
な
 

お
そ
ら
く
六
世
紀
、
末
 

、
清
明
日
に
祖
先
の
 

思
 。
官
許
上
 墓
 。
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 

 
 

 
 

「
欽
定
 
続
 通
典
 L
 養
正
 

 
 

 
 

の
 太
祖
の
洪
武
二
（
 一
三
 

 
 

 
 

意
識
が
定
着
す
る
 よ
う
 

 
 

 
 

は
は
ぶ
 く
 
。
（
 

8
 ）
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出
郊
省
墳
 。
 以
 尽
忠
 時
 

暖
室
か
ら
庶
民
ま
で
が
一
斉
に
墓
参
し
て
い
た
，
泰
之
 

敬
 。
車
馬
往
来
繁
盛
。
填
塞
都
門
。
 
-
 
云
 
-
 
ム
 
」
 

 
 

杭
州
で
は
、
清
明
日
に
は
 王
 
 
 
1
0
7
 

日
 

 
 

 
 

 
 

い
る
と
い
っ
て
差
支
え
た
 
 
 
1
0
 

 
 

佑
一
 セ
 世
紀
ご
ろ
に
淵
源
を
も
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

干
 ・
豚
舎
一
頭
 か
少
 

 
 

 
 

ら
し
い
。
し
か
も
、
 清
 

 
 

 
 

か
ら
、
庶
民
の
あ
 い
だ
 

 
 

 
 

、
「
寄
託
京
兆
 孟
 密
書
」
 

の
な
か
で
 

 
 

 
 

隷
 櫨
弓
音
符
上
 文
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
）
年
の
作
だ
と
い
う
か
 
 
 

と
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
 

 
 

 
 

宗
 時
代
の
開
封
 府
で
 

 
 

 
 

「
新
 
増
 智
月
比
目
 拝
掃
 」
 

 
 

 
 

吉
日
に
、
二
年
目
 は
清
 

 
 

 
 

「
 
夢
梁
録
 」
養
二
の
 



 
 

 
 

１
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
 

 
 

 
 

前
に
い
く
」
と
い
う
と
 

教
え
ら
れ
た
が
。
こ
の
意
味
 は
 不
明
で
あ
る
 "
 

 
 

 
 

を
も
ち
、
矯
や
馬
の
 

 
 

 
 

ち
、
 酒
を
地
に
そ
そ
 い
 

 
 

 
 

で
あ
る
 0
 以
前
私
は
 、
 

ム
ロ
 
南
 県
下
の
農
村
で
葬
式
を
み
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
 

 
 

お
い
て
あ
る
室
の
前
 ま
 

 
 

 
 

丑
ぬ
 
」
に
は
、
「
増
基
」
 

の
 

ほ
か
「
禁
裏
」
、
「
上
皇
・
 

一
 な
と
と
み
え
る
 

ハ
 。
 

（
 
1
 
 

3
 
O
 
）
 「
上
裳
」
 

 
 

は
 「
 
清
 纂
録
」
 
巻
三
に
 
 
 

 
 

し
て
祀
る
」
と
い
う
 

意
 

「
康
煕
 宛
 平
泉
 志
ニ
に
ょ
 れ
ば
、
河
北
名
宛
平
泉
 で
 

 
 
 
 

と
が
墓
の
修
理
す
な
わ
ち
「
増
基
」
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
、
清
明
日
の
墓
参
の
よ
び
方
に
つ
い
て
紹
介
 

 
 

に
 墓
参
し
た
。
ま
ず
 
墓
 

 
 

紙
銭
を
お
い
た
の
ち
野
原
 

 
 

墓
 上
に
紙
銭
を
お
く
こ
 

 
 

は
 、
「
墓
の
修
理
と
 礼
 

      

近世 

以 
降 
の 
，里 
7 月 

明 
墓 
参 
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、
 傍
ら
に
い
た
ひ
と
り
 

 
 

 
 

か
の
よ
う
に
周
囲
の
人
 

々
と
談
笑
し
て
い
た
。
 

 
 

 
 

紙
銭
の
お
い
て
な
い
 

 
 

 
 

同
 で
酒
を
く
み
交
し
た
 

 
 

 
 

わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
、
 

 
 

 
 

と
い
え
 よ
う
 。
た
だ
、
 

 
 

 
 

え
て
い
る
点
は
、
台
湾
 

 
 

 
 

清
明
日
を
迎
え
た
家
で
 
 
 

 
 

に
 記
さ
れ
て
い
る
が
、
 

（
 
ね
 
@
 ）
 

 
 

 
 

之
 れ
を
春
敬
 と
 為
す
」
 

 
 

 
 

以
 と
す
る
の
だ
と
い
う
 

 
 

、
つ
ぎ
に
華
南
地
方
の
様
子
を
紹
介
し
ょ
う
。
 

 
 

 
 

が
先
 き
で
、
女
子
が
 

 
 

 
 

い
た
紙
で
、
冥
界
の
祖
 

参
 

 
 

 
 

の
 一
種
で
あ
る
。
礼
拝
が
す
べ
 

 
 

 
 

こ
ろ
に
い
っ
て
、
参
会
者
一
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立
夏
の
日
ま
で
に
や
 

 
 

 
 

筆
致
だ
が
、
実
は
近
世
 

 
 

 
 

墓
所
も
一
力
所
で
ほ
 な
 

 
 

 
 

な
る
の
で
、
一
定
の
期
 

 
 

 
 

介
 と
し
て
注
目
に
値
す
 

 
 

 
 

築
 き
 直
し
て
か
ら
山
神
 

 
 

 
 

山
神
」
と
は
、
 い
 わ
 ゆ
 

 
 

 
 

い
か
ら
で
あ
る
。
 
私
 

 
 

、
だ
 
多
 い
 。
 

 
 

必
ず
同
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
「
 上
花
墳
 」
 と
い
う
と
人
か
、
 
日
燕
 
 
 

 
 

る
 0
 こ
の
こ
と
は
、
 中
 

 
 

通
 点
の
あ
る
由
を
明
示
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

湾
的
年
節
 」
な
ど
に
 

 
 

 
 

墓
 」
を
死
者
の
墓
の
修
 

 
 

 
 

紙
 を
や
く
が
、
礼
拝
後
 

 
 

 
 

か
 鶏
卵
の
殻
を
墓
上
に
 

（
 
杓
 
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

き
た
子
供
た
ち
に
ほ
 菓
 

 
 

 
 

つ
げ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
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」
と
は
、
ご
く
最
近
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。
 

 
 

 
 

前
後
三
日
間
に
墓
参
 

 
 

 
 

に
は
、
二
月
末
ご
ろ
か
 

 
 

 
 

の
 前
後
で
、
清
明
日
 ょ
 

 
 

 
 

0
 従
っ
て
、
こ
の
よ
う
 

 
 

 
 

的
 習
俗
を
具
体
的
に
知
 

 
 

 
 

建
 系
の
人
々
の
あ
い
 た
 

 
 

ほ
 、
残
念
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

。
私
の
一
九
セ
七
年
 
 
 

 
 

夜
 そ
の
由
を
き
か
さ
れ
 

 
 

 
 

い
 人
た
か
り
で
、
し
か
 

 
 

 
 

買
え
そ
 う
 も
な
い
と
 判
 

 
 

 
 

い
 0
 ふ
つ
り
な
ら
一
時
 

 
 

 
 

こ
と
ほ
、
今
日
な
お
 清
 

 
 

 
 

、
中
国
で
は
日
本
と
ち
が
っ
 

 
 

限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
 

 
 
明
 
青
 
、
、
 

@
 

Ill (Ill) 



｜
 
高
雄
泉
美
濃
鎮
の
場
合
 

 
 

 
 

の
ほ
清
明
の
折
の
掃
 

 
 

 
 

べ
て
い
る
よ
 う
 に
 、
土
 

 
 

 
 

が
あ
る
の
で
、
墓
の
様
 

 
 

 
 

に
は
、
様
子
を
み
て
か
 

 
 

 
 

ア
の
イ
 ポ
ー
で
さ
え
も
 

 
 

 
 

や
は
り
墓
参
は
年
一
回
 

 
 

 
 

で
も
同
様
だ
っ
た
。
 従
 

 
 

鎌
の
程
度
で
こ
と
は
十
分
に
足
り
る
。
 

 
 

 
 

は
 男
子
出
生
、
嫁
 要
 

 
 

 
 

。
美
濃
 鎮
 在
住
の
福
建
 

 
 

 
 

り
る
 

よ
 
ょ
ス
 
フ
 に
報
土
 
目
 し
て
 

（
㎎
）
 

い
る
の
で
、
な
に
か
 空
 誰
何
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

前
は
旧
一
月
一
六
日
 

 
 

 
 

さ
れ
て
い
た
。
尤
も
 、
 

四
台
湾
の
清
明
墓
参
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清明日の墓参  
 

 
 

期
間
を
な
が
く
し
た
の
 

 
 

 
 

忙
な
こ
と
が
第
一
の
 理
 

 
 

 
 

げ
で
は
 掃
墓
 を
す
べ
て
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

な
い
と
親
不
孝
の
そ
 

し
り
を
 ぅ
 げ
た
の
で
、
故
郷
を
離
れ
て
い
る
人
々
は
 、
 

 
 

帰
省
す
る
習
慣
が
あ
っ
 

 
 

 
 

で
、
多
忙
な
な
か
か
ら
 

 
 

 
 

迷
惑
だ
と
い
う
こ
と
か
 

 
 

 
 

っ
て
帰
省
し
た
人
々
が
 
 
 

た
た
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
 幾
 組
も
見
か
け
た
。
 

 
 

 
 

る
 。
 

0
 清
明
日
 

 
 

0
 障
州
 出
身
者
は
旧
三
月
二
一
日
 

新
竹
在
住
福
建
出
身
者
 

0
 広
東
系
の
人
は
旧
三
月
三
日
 

岡
君
（
別
人
）
 

 
 

日
 

さ
南
 在
住
福
建
出
身
者
 

 
 

 
 

の
 べ
た
。
 

ム
ロ
 
北
 在
住
福
建
出
身
者
 

 
 

っ
て
同
行
し
や
す
い
よ
う
に
日
曜
日
と
す
る
 

岡
君
（
別
人
）
 

 
 

と
で
も
よ
い
と
も
い
 う
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0
 本
当
は
清
明
日
な
が
ら
、
 い
 ま
 

0
 嘉
義
 県
 で
は
、
吉
田
を
得
る
た
め
 

0
 北
部
在
住
の
客
家
は
旧
一
月
一
 

0
 北
部
で
は
清
明
日
、
中
南
部
は
 

0
 清
明
日
前
後
 各
 一
週
間
ぐ
ら
い
 

0
 清
明
日
前
後
の
約
一
 0
 日
間
 

0
 泉
州
出
身
者
 は
 墓
が
遠
 い
 の
で
 

後
に
あ
る
か
ら
当
日
だ
が
、
 出
 

し
な
い
 

け
れ
ど
も
、
前
述
の
清
明
に
帰
郷
し
 

こ
の
他
に
 、
 ム
ロ
 
北
 、
嘉
義
、
中
堀
、
 

日
か
ら
清
明
日
ま
で
の
都
合
の
よ
い
 

は
 、
そ
の
う
ち
の
月
一
月
一
六
日
か
 

さ
 南
の
 一
 福
建
出
身
者
は
、
清
明
日
 

福
州
で
も
、
以
前
は
清
明
日
ま
で
に
 

0
 日
間
で
も
よ
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
 ぃ
 

ち
な
み
に
、
沖
縄
県
地
方
で
 

る
 。
そ
の
起
源
は
審
ら
か
で
な
い
が
 
  

新
竹
在
住
福
建
出
身
者
 

 
 

が
 多
 い
 

岡
君
（
別
人
）
 

に
 元
旦
に
 掃
墓
 す
る
人
も
あ
る
と
い
う
 

台
北
在
住
福
建
出
身
者
（
別
人
）
 

五
日
か
一
六
日
に
い
く
が
、
大
部
分
は
一
六
日
 

ム
ロ
 
北
 在
住
福
建
出
身
者
（
 尼
 ）
 

旧
 九
月
九
日
 

ム
ロ
 
南
 在
住
福
建
出
身
者
 

な
が
ら
、
規
定
は
な
 い
 

ム
ロ
 
北
 在
住
福
建
出
身
者
、
同
右
（
別
人
）
 

 
 

墓
が
 近
い
か
ら
当
日
、
客
家
は
墓
が
家
の
背
 

 
 

に
つ
い
で
に
 掃
墓
し
 、
清
明
に
は
再
度
帰
省
 

台
北
在
住
福
建
出
身
者
（
別
人
）
 

 
 

必
ず
し
も
こ
の
 
よ
う
 で
は
な
い
ら
し
い
。
 

 
 

ね
 、
客
家
系
統
の
人
で
あ
れ
、
 
旧
 一
月
一
六
 

 
 

前
後
が
農
繁
期
の
た
め
で
あ
る
。
 
苗
栗
で
 

 
 

 
 

 
 

い
く
人
も
あ
る
と
告
げ
た
。
な
お
、
福
建
省
 

 
 

月
間
で
も
よ
い
と
、
泉
州
で
ほ
前
後
 各
 
」
 

わ
れ
る
 よ
う
 に
変
わ
っ
た
。
 

 
 

仁
一
月
一
六
日
に
墓
参
を
す
る
習
俗
が
あ
 

 
 

ぜ
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
中
国
の
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清明日の墓参 
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な
い
か
と
考
え
て
み
た
 

（
Ⅲ
 

れ
 ）
 

 
 

 
 

後
生
の
正
月
」
が
ど
ち
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

八
日
か
ら
一
八
日
ま
で
 

 
 

 
 

が
あ
る
。
玉
唇
 宗
 台
湾
 

 
 

 
 

い
 う
 由
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

っ
て
い
く
な
ど
と
い
 

 
 

 
 

、
祖
先
は
午
前
中
に
 祀
 

 
 

 
 

で
は
、
親
戚
の
ひ
と
り
 

 
 

 
 

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
 

 
 

 
 

あ
り
、
山
地
民
族
の
襲
 

 
 

 
 

杣
取
る
必
要
か
ら
、
 男
 

 
 

 
 

っ
て
い
た
の
と
、
対
照
 

 
 

 
 

ぅ
 げ
ら
れ
た
。
交
通
機
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
く
と
、
女
性
や
年
 

 
 

 
 

め
、
 墓
の
前
庭
や
墓
石
 



 
 

 
 

ぅ
が
 
、
（
 

2
 
Z
 
 

）
 そ
ん
な
こ
と
は
 

 
 

 
 

備
 し
た
供
物
を
供
え
始
 

 
 

 
 

に
 鶏
卵
・
 麺
 そ
の
他
を
 

 
 

 
 

建
 系
の
人
は
自
分
で
っ
 

 
 

 
 

し
た
が
、
事
実
は
そ
 う
 

 
 

 
 

合
 が
多
い
。
た
だ
、
 美
 

 
 

 
 

新
生
餌
一
二
枚
を
供
え
 

 
 

不
明
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

玉
皇
 大
帝
に
ほ
全
然
 

 
 

 
 

っ
た
 0
 ち
な
み
に
、
 福
 
 
 

 
 

え
て
あ
る
が
、
そ
の
場
 

 
 

 
 

ゅ
試
 
さ
れ
て
い
る
。
供
物
 

 
 

 
 

ら
さ
な
い
と
説
明
し
た
 

 
 

 
 

0
 手
の
あ
 い
 て
い
る
 男
 

 
 

 
 

，
て
 
る
 0
 こ
れ
ほ
、
墓
参
 

 
 

 
 

、
五
色
の
場
合
も
あ
る
 

 
 

 
 

た
 。
以
前
、
梅
県
に
 ァ
 

 
 

 
 

後
 各
五
日
間
つ
ね
に
 墓
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清明日の墓参  
 

始
め
 

 
 

加
者
 

順
 で
あ
る
。
 

十
八
 

@
 
し
 。
 

は
第
 尤
も
、
 

二
三
世
 
四
基
の
 

か
ら
第
一
 墓
 の
う
ち
、
 

宍
世
 ま
で
 
 
 

の
 二
基
ま
で
は
 

四
世
代
だ
っ
 近
接
 

泊
 
@
 
し
 
。
 し
て
い
る
。
 

掃
 墓
の
順
は
 第
一
七
 

、
世
代
 
11,7 C117) 

家 本 家 こ い 先 こ 
と
は
 

に
侠
 

白
 だ
 

礼
拝
 

ろ
、
 

で
は
 

来
は
 

で
は
 

 
 

 
 

類
 が
異
な
る
。
 

 
 

 
 

や
い
た
 0
 こ
の
 

 
 

 
 

で
 盃
に
残
り
の
 

 
 

 
 

始
め
る
。
こ
の
 

 
 

 
 
 
 

っ
た
 。
 

 
 

 
 

 
 

が
や
や
燃
え
た
 

肉
類
は
供
え
な
 

土
 、
つ
い
で
 祖
 

地
 を
参
 き
 、
 掛
紙
 

記
し
た
組
紙
を
は
 

金
で
 ァ
ヘ
ン
 を
 入
 

は
 、
子
供
の
こ
ろ
 

す
べ
て
の
準
備
 

本
家
当
主
の
音
頭
 

向
か
っ
て
 右
、
つ
 い で が に 手 っ し 
で 、 整 ひ し て て 
左 そ う と て 、 い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

墓
の
際
に
組
紙
な
は
る
 よ
う
 に
し
た
と
。
そ
の
話
者
 

り
で
紙
を
は
り
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
 

 
 

他
の
人
々
は
適
宜
墓
の
前
庭
の
周
辺
部
に
並
ん
で
、
 

 
 

し
 、
后
土
が
左
右
双
方
に
お
か
れ
て
い
た
際
に
は
、
 

（
 
舛
 ）
 

 
 

 
 



 
 

 
 

主
婦
の
両
親
ま
で
招
い
 

 
 

 
 

な
い
と
感
ぜ
ら
れ
た
。
 

（
竹
久
）
 

 
 

。
 席
 地
雨
 飲
 。
薄
暮
雨
 還
 」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
 
清
朝
時
代
に
は
、
 

 
 

 
 

で
は
最
近
ま
で
そ
の
 

 
 

 
 

は
 前
は
共
同
飲
食
を
 

 
 

 
 

物
な
ど
を
 喚
 べ
 、
ジ
 

｜
ス
や
罹
 ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
が
、
車
座
に
は
な
ら
ず
、
 

 
 

り
に
話
を
し
、
私
に
 

 
 

 
 

の
子
な
ど
が
集
っ
て
 

た
の
で
、
か
れ
ら
に
供
物
の
一
部
を
め
げ
た
。
 

 
 

 
 

卵
殻
や
蜜
柑
の
皮
 

 
 

 
 

を
 示
す
目
的
で
、
 喰
 
 
 

 
 

の
た
め
に
 墓
 上
に
 豆
 

銭
 ・
 米
 
・
釘
を
ま
ぜ
 て
 ま
く
。
 豆
 と
米
 は
 五
穀
 豊
鏡
 、
 

 
 

べ
た
。
こ
の
よ
う
に
 

 
 

 
 

げ
の
習
俗
か
も
し
れ
 

 
 
 
 

 
 

 
 

の
妻
、
祖
母
の
墓
 

 
 

 
 

0
 弱
い
女
性
は
不
参
 

 
 

 
 

の
掃
 墓
の
様
子
は
 、
 后 加 の な べ を き ま ュ し 習 香 
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清明日の墓参  
 

 
 

流
 に
い
え
ば
伸
介
を
集
 

 
 

 
 

三
日
間
に
わ
た
る
。
 な
 

 
 

 
 

ト
一
二
牲
を
供
え
て
、
 

ほ
 

正
 

千
に
祀
る
が
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
 

2
 
 ム
ロ
 
北
 県
北
海
 公
 墓
の
場
合
 

 
 

 
 

あ
る
。
一
区
画
は
二
 

 
 

 
 

で
は
、
そ
れ
ら
墓
地
購
 

 
 

 
 

が
 実
父
と
義
弟
の
墓
地
 

 
 

 
 

ぅ
 。
な
お
、
蒋
介
石
が
 
 
 

旗
持
 墓
 節
と
 よ
 ん
で
い
る
。
 

 
 

 
 

多
く
、
十
数
台
の
 バ
 

 
 

 
 

げ
を
し
た
関
係
で
、
 バ
 

 
 

 
 

出
発
し
た
。
一
行
ほ
 知
 

 
 

 
 

服
 で
、
途
中
 で
 線
香
、
 

供
花
を
購
入
し
た
。
 

 
 

 
 

の
 壁
面
に
は
埋
葬
者
 

 
 

 
 

手
前
の
床
上
に
お
く
。
 

 
 

 
 

約
三
木
元
 0
 の
高
さ
の
 
119 (119) 



 
 

 
 

年
何
っ
て
い
る
 0
 開
式
 

 
 

 
 

ほ
 き
れ
い
な
の
で
掃
除
 

 
 

 
 

の
た
め
に
肉
類
や
酒
は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

続
い
て
息
子
た
ち
も
 

 
 

 
 

礼
拝
終
了
後
、
知
人
は
 

 
 

 
 

墓
 に
十
字
が
刻
ま
れ
、
 

 
 

 
 

を
 礼
拝
し
た
。
ま
さ
に
 

 
 

 
 

な
か
っ
た
。
 

 
 

 
 

、
正
面
の
「
七
十
三
 

 
 

 
 

乱
神
位
」
と
記
し
た
 
牌
、
 

 
 

 
 

挨
拶
が
あ
り
、
黄
衣
 四
 

 
 

 
 

個
人
で
た
て
ず
、
傍
ら
 

 
 

 
 

約
一
時
間
で
終
了
し
た
 

 
 

 
 

紙
や
卵
殻
を
お
く
 墓
、
 

 
 

 
 

な
か
っ
た
。
 墓
 上
に
 紙
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

て
 供
物
の
春
巻
で
食
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清明日の墓参  
 

 
 

で
 祀
る
と
い
わ
れ
て
い
 

 
 

 
 

っ
た
 関
係
上
、
知
人
た
 

 
 

 
 

し
あ
ノ
 

。
 

 
 

 
 

直
 し
て
い
る
場
合
を
 

 
 

 
 

に
い
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

で
も
よ
い
 

ィ
 ポ
 ー
 在
住
福
建
省
出
身
者
 

0
 正
月
や
四
月
一
日
に
も
い
く
人
あ
り
 

岡
君
（
別
人
）
 

0
 清
明
日
の
前
後
各
五
日
間
 

 
 

、
同
上
在
住
 海
 

ク
チ
ン
在
住
福
建
省
出
身
者
 
 
 

選
ぶ
 

0
 清
明
日
の
前
後
 各
 一
五
日
間
 

ィ
 ポ
 ー
 在
住
広
東
省
出
身
者
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
福
建
省
出
身
者
 

 
 

月
一
六
日
か
ら
で
も
よ
い
 

 
 

 
 

住
 海
南
島
出
身
者
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
福
建
省
出
身
尼
僧
 

0
 清
明
日
か
ら
一
力
月
間
。
日
曜
日
が
多
い
 

 
 

拝
み
に
く
る
人
で
寺
は
混
雑
す
る
と
の
べ
た
。
 

 
 

 
 

東
名
梅
県
出
身
者
 

 
 

に
 墓
参
す
る
 

岡
君
（
別
人
）
 

 
 

 
 

と
い
う
称
呼
は
 、
知
 
121 (121) 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
 

 
 

 
 

簡
 

 
 

ご
と
に
祖
先
の
墓
参
を
し
、
 
豚
 
・
 キ
 ・
鶏
な
ど
を
 供
 

 
 

 
 

ど
 

 
 

 
 

香
 

 
 

 
 

な
 

（
㏄
㏄
）
 

 
 

真
手
に
墓
の
あ
る
謀
士
１
１
通
事
の
意
の
家
で
 
は
 

 
 

 
 

在
住
し
て
い
る
。
か
れ
 

か
れ
ら
の
来
日
後
、
そ
 

も
つ
長
崎
市
在
住
華
人
 

単
に
説
明
し
た
 い
 。
 

え
た
が
、
か
れ
ら
の
知
 

の
唐
寺
や
華
人
墓
地
を
 

を
た
ぎ
 、
 酒
を
そ
そ
い
 

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
 

毎
歳
清
明
の
こ
ろ
、
 

や
古
い
友
人
を
迎
え
て
 

五 

石
垣
島
在
住
華
人
の
場
合
 

 
 

 
 

一
牲
 
、
果
物
や
菓
子
が
一
 

 
 
1
2
 

 
 

 
 

か
れ
た
ら
、
以
前
の
伝
 
 
 

 
 

 
 

も
行
っ
て
い
た
が
、
今
①
 

 
 

 
 

、
清
明
日
 は
 
「
百
穀
 無
 

 
 

 
 

く
 知
ら
れ
て
い
る
。
 



清明日の墓参 

ど な 族 円 理 市 
な い 十 と 葬 の 一 
供 が 数 を 中 は 方 
え 、 名 聞 の づ   
佑 二 で わ 寒 れ 石 
め   、 ず 族 の 垣 

 
 

 
 

、
石
垣
 

 
 

 
 

墓
 に
仮
 

（
㏄
）
 

 
 

 
 

同
墓
地
 

 
 

 
 

そ
の
親
 

 
 

 
 

ば
な
ら
め
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

、
酒
な
 
 
 
1
2
 

 
 

 
 

た
 。
 そ
 

ま 長 明 地 前 々 い 一 % 饗 
ち 州 国 区 に と が ま 九 、 応 
で 人 か と 掃 こ し で 二 清 し 

五
年
ご
ろ
清
明
日
の
墓
参
が
な
 

は
 墓
前
で
の
共
同
飲
食
は
な
い
 

だ
い
に
ふ
え
っ
つ
あ
る
。
 

ろ
で
、
中
国
で
は
墓
は
故
郷
に
 

合
 す
る
石
垣
島
在
住
華
人
は
か
 

同
様
、
旧
一
月
一
六
日
か
ら
 清
 

ら
一
 0
 日
間
で
、
そ
の
所
ほ
 不
 

は
 清
明
日
と
墓
参
 口
 を
め
げ
た
 

あ
る
。
な
お
、
 旧
 三
月
三
日
を
 か

っ
た
と
 

0
 供
物
は
 

造
る
こ
と
 

な
り
の
数
 

明
日
ま
で
 

可
 、
以
前
 

、
清
明
日
 

吉
清
明
と
 が

 原
則
と
さ
れ
、
前
述
の
 

に
上
る
。
尤
も
 、
 人
々
の
 

（
客
家
系
）
、
坦
三
月
三
日
 

大
陸
で
清
明
日
の
買
物
に
 

の
 前
後
各
五
日
間
な
ど
と
 

い
う
と
い
う
人
も
い
た
。
 
  

よ
う
 

あ
 い
 

か
清
 

い
っ
 

さ
 

い
 う
 「
長
崎
市
 
史
 口
の
記
述
 は
 

三
牲
ま
た
は
五
牲
 と
 中
国
的
な
 

 
 

地
 の
一
角
に
あ
る
 

（
㎝
 

れ
 ）
 

 
 

れ
る
の
 掃
墓
は
、
 
大
体
中
国
と
同
様
だ
っ
 

、
い
わ
ゆ
る
唐
人
 墓
 に
 

誤
り
で
あ
る
。
た
だ
、
 

が
ら
、
日
本
人
同
様
、
 

-
 
に
清
明
日
前
後
に
墓
参
 

た
 で
も
、
 掃
墓
 の
口
取
 

明
日
、
清
明
日
当
日
、
 

て
 喧
嘩
し
た
の
で
、
 知
 

ま
ざ
ま
に
い
わ
れ
て
い
 る 事 漬 り す 祖 明 参 た 
。 が 明 に る 
だ 滝 口 つ め   

倉 府 人 わ   
帰 は 各 は 前 
台 旧 一 台 だ   

墓 に い 今   参 よ る 日 
す っ か で の他 三日はま 当 、 R 罰 、 る て も も 

ち 、 清 の 日 人 な 



 
 

 
 

に
 、
年
輩
の
女
性
が
再
 

 
 

 
 

墓
の
前
庭
に
シ
ー
ト
を
 

 
 

 
 

そ
う
な
の
で
、
そ
の
場
 

 
 

 
 

習
俗
に
従
っ
て
坦
三
月
 

 
 

 
 

た
 人
た
ち
で
も
祖
先
の
 

 
 

 
 

く
が
、
墓
前
の
会
食
で
 

 
 

て
お
く
。
 

 
 

 
 

会
 が
考
慮
し
て
、
 
数
 

 
 

 
 

な
 説
を
つ
よ
く
主
張
し
 
 
 

 
 

で
に
挙
行
す
べ
き
だ
と
 

い
 う
 不
満
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

も
 、
無
縁
仏
を
気
の
 

 
 

 
 

通
 以
上
に
及
ぶ
。
そ
の
 

 
 

 
 

の
 参
加
者
は
大
体
 六
 0
 

 
 

八
四
年
の
清
明
祭
の
様
子
を
紹
介
し
ょ
う
。
 

 
 

 
 

れ
た
天
幕
の
内
外
 

 
 

 
 

墓
参
 は
 年
一
回
な
の
 

 
 

 
 

方
、
 
ハ
ブ
 玲
か
 
山
円
り
の
土
日
 

ゅ
件
外
 (124) 124 



清明日の墓参 

を
念
 

す
る
 

ま
ざ
 

あ
ノ
 
。
 

そ
 

年
に
 

と
、
 

礼
拝
 

し
れ
 

0
 人
 

睦
、
 

説
 

に
投
 

を
示
 

、
つ
カ
 

。
 

き
、
 

べ
、
 

人
々
 

 
 

 
 

、
今
年
は
一
五
周
 

 
 

 
 

て
の
準
備
が
整
 う
 

 
 

 
 

な
っ
た
と
い
う
。
 

 
 

 
 

こ
れ
が
本
音
か
も
 

 
 

 
 

が
れ
た
。
大
部
分
 

 
 

 
 

な
が
ら
、
実
は
親
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
 卵
の
殻
を
墓
上
 

 
 

 
 

で
 抑
え
、
纂
修
理
 

 
 

 
 

前
後
し
て
三
献
 目
 

 
 

 
 

前
で
弁
当
を
ひ
ら
 

 
 

 
 

当
や
菓
子
を
喰
 

 
 

 
 

レ
ン
ジ
を
投
げ
、
 

 
 

た
の
は
、
午
后
一
時
ご
ろ
だ
っ
た
。
 

 
 

 
 

か
し
き
り
に
相
談
 

 
 

 
 

、
菓
子
、
 餅
 、
 さ
 

 
 

 
 

送
ら
せ
た
と
い
 

125 (125) 



冒
頭
で
ふ
れ
た
よ
 う
 に
、
沖
縄
県
地
方
に
は
か
な
 

れ
て
い
る
清
明
日
の
墓
参
は
、
一
八
世
紀
初
頭
の
こ
 

（
 
Ⅱ
）
 

臼
 

施
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
現
在
で
も
沖
縄
が
さ
か
 

つ
ぎ
に
、
私
の
き
く
こ
と
の
で
き
た
糸
満
市
方
面
と
 

沖
縄
の
シ
ー
，
 、
｜
は
 、
門
中
の
遠
祖
の
按
司
 墓
に
 

（
門
中
衛
清
明
）
と
個
人
の
家
の
墓
に
参
る
シ
ー
、
、
、
 

一
 

な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
ま
た
、
清
明
日
か
ら
 二
 

 
 

一
般
に
シ
ー
 ニ
 ー
と
よ
 

 
 

一
部
の
人
々
に
よ
っ
て
 

 
 

と
こ
ろ
の
方
が
多
し
、
ミ
リ
（
 

し
 

2
 

石
垣
市
の
場
合
と
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ょ
う
。
 

 
 

ム
ン
チ
ュ
ウ
 ウ
 シ
ー
、
 
、
、
 

 
 

御
 清
明
や
門
中
衛
清
明
 

 
 

」
と
い
う
の
も
、
県
下
 の の l 。 ） 実 は 

そ 埋 れ い な と よ 
の 由 る と り 反 り 

点 は 。 の 多 村 中 

因の よ、を 成 納得 後述 べて する 

東 が の ぃ 長 人 同 上 
商 い よ た 崎 も 習 の 

  
ァ か ぅ か 同 あ が ょ 

/ Ⅹ 、 ジ な に ら 様 れ 字 ぅ 

ア い 多 " " ば ら に 

場 
-<@>. 

  

  ほ祖 、大 、一 ま 新聞 垣島 6 。 に白 た ろ 
き 私 に 在 多 分 ぅ 先 祭祀 広告な相 r 一こま 住 葉 くの たち げ 。 
連 日 を 人 人 だ れ に 
点 本 だ の 々 け ど 借 
0 人 し あ が が も 口 
よ に て ぃ " 参 " す 
ぅ 対 ま だ 目 ら 帰 る 
に す で か 本 な 墓 華 
ぽ、 る 盛 ら 大 い に 人 
わ 劣 大 は が の ほ の 
れ 等 に 遠 や は 后 親 
る 感 清 か ら 寂 上 陸   

わ 現 波 と 称 べ う 

れ 行 し な し き 印 
の し て 自 て な 象 
よ て し 分 、 の が 
う い ま た 盆 に つ ほろ 居 、 の の う 
ね た で げ 目 ま っ 
れ か は が に な た 
て も な や 墓 ぃ が 
" い る 参 の "   

い い 惧 か も な 場 
。 ぅ さ し か い 合 
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清明日の墓参  
 

 
 

墓
参
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

あ
っ
た
家
は
参
加
し
な
い
。
 

 
 

 
 

坦
 三
月
 ｜
旧
 五
月
、
 

 
 

 
 

明
日
後
一
週
間
以
内
の
 

 
 

 
 

ぺ
｜
ク
 ー
と
よ
ば
れ
る
 

 
 

 
 

る
 。
従
っ
て
、
供
物
は
 

 
 

 
 

御
 清
明
や
門
中
衛
清
明
 

 
 

物
も
 幾
 通
り
も
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
 
 
 

 
 

こ
ろ
か
ら
起
っ
た
俗
称
 

 
 

 
 

一
個
取
出
し
て
新
し
い
 物
 

 
 

 
 

前
ま
で
ほ
墓
の
前
庭
で
 

 
 

 
 

首
里
や
与
那
国
島
な
ど
 

 
 

 
 

｜
は
 家
の
墓
に
参
る
点
 

 
 

 
 

の
 清
明
を
、
そ
れ
ぞ
れ
 

 
 

は
、
い
 わ
ゆ
る
墓
の
年
忌
に
や
る
。
 

 
 

 
 

、
 多
く
の
人
が
集
ま
 

 
 

 
 

若
 い
 人
が
欠
席
す
る
の
 
127 (126) 



 
 

 
 

の
 現
状
に
及
ん
だ
。
 

 
 

一
力
月
間
に
限
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
漢
族
と
同
様
だ
と
 い
っ
て
差
支
え
な
い
。
 

七
 

む
す
び
 

 
 

 
 

役
員
交
代
や
会
費
の
徴
 

 
 

 
 

と
 総
本
家
（
大
宗
）
の
 

 
 

 
 

l
,
 
ト
、
 Ⅱ
 
ロ
千
 

Ⅲ
Ⅲ
 

几
 
ロ
凹
 
虹
仙
胡
 

ハ
み
 
色
仰
地
 

り
、
 

 
 

 
 

内
容
は
天
ぷ
ら
 、
 

 
 

 
 

で
 行
か
う
。
こ
 う
 な
る
 

 
 

さ
さ
か
首
肯
し
か
ね
る
。
 

 
 

 
 

く
 、
な
お
、
雲
南
 省
 

 
 

 
 

、
詳
細
が
不
明
な
の
で
 

他
日
に
譲
る
。
 

 
 

 
 

酒
を
供
え
、
 凱
里
県
 
 
 

 
 

先
を
祀
っ
た
の
ち
、
 家
 

 
 

 
 

は
、
 家
で
焼
香
、
 焼
紙
 

 
 

 
 

と
い
う
。
墓
参
は
 、
年
 

(128)       



清明日の墓参  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

化
が
受
容
す
る
側
の
文
化
に
似
た
よ
 う
 に
多
少
変
容
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ろ
 う
と
 考
え
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
 0
 私
は
 、
 

 
 

 
 

な
い
。
 

す
る
こ
と
、
お
よ
び
受
容
 

げ
て
解
釈
す
る
こ
と
の
二
 

に
照
ら
せ
ば
、
一
八
世
紀
 

に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
 

下
る
と
と
も
に
著
し
く
な
 

こ
の
 ょ
う
 な
考
え
の
も
と
 

い
こ
れ
に
す
ぎ
る
も
の
ほ
 

よ
っ
て
伝
統
の
遵
守
に
か
 

場
合
に
は
、
そ
の
伝
統
が
 

止
揚
し
よ
う
と
す
る
傾
向
 

で
、
現
行
の
墓
参
の
形
式
 

信
仰
や
習
俗
に
つ
い
て
も
 

も
 そ
な
え
て
い
る
の
で
、
 

 
 

 
 

を
 踏
ま
え
て
守
ら
れ
 

 
 

 
 

と
 現
状
と
に
つ
い
て
 承
 

 
 

じ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
 

129  <l29) 



 
 

 
 

仰
 １
１
中
国
と
の
比
較
 

 
 

 
 

門
一
 
」
（
 
+
m
 
」
サ
土
圭
 

日
 

房
 、
昭
和
五
八
年
）
な
ど
参
照
。
 

 
 

 
 

の
 福
建
省
南
西
部
、
広
 

 
 

 
 

て
い
る
と
い
わ
 

 
 

屏
東
両
県
に
住
ん
で
い
る
。
 

 
 

 
 

漢
 自
同
台
湾
的
 年
節
 」
 

の
 「
寒
食
 
年
 清
明
郎
」
参
照
。
 

 
 

和
 二
五
年
）
八
三
頁
以
下
参
照
。
 

 
 

二
九
年
、
一
頁
）
参
照
。
 

（
 
6
 ）
円
通
志
」
 巻
 四
三
、
上
陵
の
項
参
照
。
 

 
 

 
 

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
 

 
 

人
 が
あ
る
。
 

 
 

 
 

三
 、
「
大
明
会
典
 
L
 巻
 

九
 0
 な
ど
参
照
。
 

 
 

0
 に
よ
る
。
 

 
 

 
 

刊
 ）
九
七
頁
に
よ
る
。
 

 
 

 
 

三
 、
 祭
 掃
の
条
に
も
 晴
 

明
日
の
墓
参
の
さ
か
ん
な
 趣
妾
 ㌔
 
か
 記
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

だ
っ
た
中
川
忠
英
が
 、
 

 
 
 
 
 
  
 

註
 

 
 

 
 

ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
 

 
 
1
3
 

 
 

果
 の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。
 



清明日の墓参 

5 722 （ （ （ 6 2   （
 9
 ）
 

（
㈲
）
 

（
 笏
 ）
 

（
 2
 
2
 ）
 

（
 盤
 ）
 

（
 2
 
4
 ）
 

（
 5
 ）
 

（
 ）
Ⅰ
Ⅰ
 

6
 

（
 1
 
7
 ）
 

（
 1
 
8
 ）
 

（
 1
 
3
 ）
 

（
 1
 
4
 ）
 

 
 

 
 

従
っ
て
、
内
容
 

と
し
て
は
華
南
の
風
俗
が
中
心
で
あ
る
。
 

 
 

）
五
七
頁
お
よ
び
八
五
一
頁
参
照
。
 

 
 

 
 

0
 期
 所
収
。
 

 
 

 
 

た
 習
俗
は
三
五
 

八
頁
参
照
。
 

 
 

 
 

文
 で
は
 両
条
の
 

記
述
を
ム
ロ
探
し
て
の
べ
た
。
 

 
 

日
 
ム
ロ
 
湾
 旧
慣
冠
婚
葬
祭
と
年
中
行
事
」
（
ム
ロ
 湾
 日
々
新
聞
社
、
 
%
 和
 九
年
）
 
三
 

 
 

頁
な
ど
に
 よ
 る
。
 

 
 

 
 

旧
 墓
は
男
子
 誕
 

 
 

 
 

し
て
増
基
す
る
 

 
 

 
 

で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

）
に
よ
る
。
 

 
 

、
吉
日
を
選
ば
 ほ
 げ
れ
ば
な
ら
な
い
由
で
あ
る
。
 

 
 

五
年
）
九
四
頁
参
照
。
 

 
 

）
参
照
。
 

 
 

側
 で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

従
前
同
様
に
守
 

っ
て
ほ
し
い
と
、
心
中
で
念
ず
る
由
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

で
 尋
ね
た
が
、
 

 
 
 
 
 
  
 

い
ま
だ
に
納
得
で
き
る
説
明
は
 ぅ
 げ
て
い
な
い
。
 

 
 

 
 

0
 条
、
「
ム
ロ
 
湾
的
年
節
 」
八
二
頁
参
照
。
 

3
1
 

 
 

 
 

 
 

に
関
す
る
調
査
 



 
 

喜
三
 
0
 二
頁
以
下
参
照
。
 

 
 

る
 
。
 

 
 

 
 

に
よ
 
る
。
原
木
は
文
政
 

年
間
隔
だ
か
ら
、
内
容
は
当
時
の
状
況
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

寺
や
本
願
寺
に
あ
づ
け
 

て
あ
っ
た
遺
骨
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
 

（
 
皿
 
）
拙
著
口
中
国
文
化
と
南
島
 

b
 
セ
ロ
以
下
参
照
。
 

 
 

 
 

沖
縄
と
は
沖
縄
本
島
を
 

さ
す
。
以
下
同
じ
。
 

 
 

は
川
 
出
版
社
、
昭
和
五
四
年
）
参
照
。
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会
 で
あ
る
。
し
か
し
、
 
 
 

を申 

縄 
社 
会 
  

は未 

曾 
有 

  

じ 
の 

物 
的 
被 

  

生口 

を 
沖 
縄 
戦 
Ⅴ こ   
よ 
  

て 
被 
り、 

て 
の 
後   

占 
領 
体 
  
ヱい縄そ去 付会 

侍 u 
T 
r   
お 先 をも都と神 て 
か 祖閉づ 市の的 い 

ね 、   

復 
帰 
    

降 
に @   
お 土 
  
て 

  

常 に的充げ ぃ絶 
@, ま な父 ・ 祖 る る へ 
日 

本 
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現
代
沖
縄
社
会
に
お
け
る
先
祖
 祭
 ，
 
巳
 
市
 

１
１
日
・
琉
の
比
較
を
め
ざ
し
て
 

｜
｜
 の 

変 
容 



 
 

 
 

安
息
儀
礼
、
日
常
的
 祭
 

 
 

 
 

は
 十
分
な
条
件
で
は
 

的 と 配 水 
関 と が 本 
， ら も 大 土 
は に き に 
民 、 な お 
俗 人 社 ぃ 
女 類 全 て 
化 学 問 は 
型 の 題 都 
0 分 と 市 
遠 野 し の 
い な て 墓 
に ど 取 地 
よ で り 不 
っ 開 披 足 
て ら わ の 
都 か れ 問 
市 Ⅴ こ た 題   
る っ な 彼 
先 あ か 岸 
祖 る っ の 
祭 日 た と 
祀 本 き 
0 氏 そ に 
変 俗 こ マ 
密 女 に ス 
の ィヒ 日 コ 
方 と ホ ミ 

向 沖 本 で 
は 縞 上 取 
異 民 と り 
る 俗 押 上 
か 立 縞 げ 
ヮこ 他 社 ら 
あ の 会 れ 
る 違 の る 
。 ぃ 歴 が 
が 史   

沖縄 予想 的、 
さ 社 :  社 

会の れ よ 会的 

よう ぅ 。な 状 
私 況 に 
の の 先 
究 遠 祖 
悔 い 祭 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 

実
で
あ
る
 0
 た
だ
、
 
日
 

 
 

よ
う
。
 

 
 

 
 

も
 非
常
生
員
 く
、
さ
 

 
 

 
 

｜
 ト
ー
メ
ー
問
題
）
が
 

 
 

 
 

問
題
を
扱
い
出
し
て
、
 

 
 

 
 

団
協
 ）
や
沖
縄
弁
護
士
 

 
 

 
 

ま
ざ
ま
な
場
面
で
取
り
 

 
 

 
 

え
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
 い
 

（
ー
）
 

る
 。
 

 
 

 
 

大
 、
夫
婦
 制
 家
族
 理
 
 
 

 
 

祝
祭
祀
の
廃
絶
を
も
た
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構
成
、
情
報
化
な
ど
か
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の
 先
祖
へ
の
祭
祀
は
日
 

 
 

 
 

て
の
意
味
付
与
が
な
さ
 

 
 

 
 

が
 保
証
さ
れ
、
そ
の
こ
と
 

 
 

 
 

仰
は
 、
祭
祀
者
で
あ
る
 

 
 

 
 

念
 に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
 

 
 

 
 

が
 活
性
化
さ
れ
る
。
 さ
 

 
 

 
 

余
 さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

係
を
基
底
と
す
る
 先
 

 
 

 
 

た
め
の
子
孫
観
を
含
め
て
 
 
 

 
 

わ
り
が
あ
る
か
と
い
 

 
 

 
 

底
 に
し
た
重
層
構
造
を
形
 

 
 

 
 

造
 が
解
明
で
き
な
い
と
 

 
 

 
 

あ
ノ
 
。
 

 
 

 
 

ベ
ル
に
お
け
る
門
中
 

 
 

 
 

を
 中
心
に
強
化
整
備
さ
 

 
 

 
 

根
幹
と
し
て
の
家
の
始
 

 
 

 
 

藩
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
 

 
 

 
 

礎
 が
形
成
し
に
く
か
っ
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沖
縄
の
家
族
）
を
「
 家
 」
 

と
 区
別
し
「
 イ
ェ
 」
と
以
下
記
述
す
る
。
 

 
 

 
 

は
 沖
縄
本
島
北
部
、
 

 
 

 
 

っ
て
い
る
。
そ
し
て
 
那
 

 
 

 
 

の
他
 浦
添
市
な
ど
で
も
 

 
 

 
 

こ
で
都
市
移
動
家
族
の
 

 
 

 
 

い
く
。
移
動
家
族
に
注
 

 
 

 
 

布
置
の
総
体
の
変
更
を
 

 
 

 
 

く
 多
岐
的
な
有
機
体
と
 

 
 

 
 

ア
 イ
 テ
ィ
の
形
成
を
必
要
 
 
 

 
 

ア
 イ
 の
精
神
的
拠
点
と
し
 

 
 

 
 

れ
る
か
ら
で
あ
る
 0
 し
 

 
 

 
 

自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
 

 
 

ら
れ
よ
 う
 。
 

 
 

 
 

に
 組
織
化
さ
れ
て
 
1
 ぃ
 

 
 

 
 

く
み
ら
れ
る
地
域
で
あ
 

 
 

 
 

事
例
で
、
た
だ
ち
に
 一
 

 
 

 
 

@
O
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岡 そ 格 村 で 十 か 六 年 老 昭 な 
山 の 化 開 落 は 二 国 げ 人 V こ 滅 相 ど 沖 

へ 縄 
な ど 中し治で でて 末あ 漁 業の地息、 年頭 て 昭 " は 五大土の " 三 社 
紡 も い 期 る も 焼 刃 敬 相 士 官 牢 入 会 
績 銃 っ か 。 竹 波 は な 四 七 味 か 口 は 
菜 波 た ら 現 な 部 逓 減 十 戸 村 ら 移 沖 
0 部 。 大 金 わ 落 称 少 五 、 で 昭 動 縄 
さ 落 大 官 奴 れ の 山 ; を 牢 人 は 和 が 戦 
か は 正 味 入 て 親 原 " み " 口 実 正 増 に 
ん 、 は 村 源 い 地 と て 四 二 に 十 人 ょ 
な 男 既 か で た 西 陣 い 十 四 五 五 す っ 

正 大 期 流 の 都 草 る   
少 那 木 た とし エ だ に出は落 は が 薪は割 純 よう 

て と 大 頭 末 治 で に 
出 ぃ 官 署 で 岸 み 山 
稼 ぅ 味 に あ 練 る 間 
ぎ 状 大 な っ か と 部 
に 泥 工 っ た ら 、 が 

  
  

で で と た 0 一 
五 八 教 が 島 興 

日 東 十 干 値 一 地 が 
て る し 。 O 一   
い っ て 男 O   ナ 

子は る o ） ?  た ょ 県下 

    四 増 て 増 大 し 
仝 う に 大 十 人 い で 国 た 
目 で 勤 王 ル 細 辛 セ し る る 減 の 
で あ 勉 と 
も るすと し 

い 九 通 
    八 反 り       

成 年 さ は 周 っ 面 
上 女 で 本 囲 て 積 

な い が の 性 知 十   
支 は ら の 
佳 人 れ 紡   

四 海 に の 丘 る 績   

ほ 期 ょ 女 ま 岸 狭 年 十 路 で す る 
と 以 ぅ エ れ に い 代 七 の は こ ろ 
ん 降 に へ 生 面   か 仕 場 そ と   
ど 大 な と 括 し 例 

基 て え 
盤 ぃ ば 

ら 四 持合のにそ " " 間もれ 
の限 者、 っ出 て稼 十 人 明 に な ほ 
は 兵 ぃ ぎ は る 明 年 回 浩 二 つ 那 
紡 庫 る が 
ゼ 用 主 貝 、   。 本 治 三 局し ヨ、 村落 覇市 代に三四 十三 十四 六 ，」。 

  
  

都 市 
移 
ィ主 

家 
族 
の 
生 

活構 

生 I ， 亘 



 
 

 
 

村
落
に
あ
っ
た
。
村
落
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
を
求
め
て
出
て
い
 

 
 

 
 

は
 乏
し
く
、
さ
ら
に
 食
 

（
 
8
 ）
 

 
 

 
 

部
隊
長
は
鏡
渡
部
落
田
 

 
 

 
 

う
 ち
四
名
ま
で
大
官
 味
 
 
 

 
 

の
他
、
米
軍
工
作
 隊
で
 
 
 

 
 

た
 。
現
在
那
覇
、
お
 ょ
 

 
 

 
 

帯
 敬
一
二
九
世
帯
）
の
 

 
 

 
 

し
て
、
そ
こ
で
生
活
塞
 

 
 

 
 

動
 先
は
工
作
隊
の
基
地
 

 
 

 
 

住
し
て
お
り
、
後
述
す
 

 
 

 
 

、
昭
和
三
十
年
代
後
半
 

 
 

 
 

変
っ
て
く
る
。
 

 
 

 
 

村
 出
身
者
で
形
成
さ
 
 
 

 
 

約
一
割
の
 
一
 、
四
三
五
名
 
 
 

 
 

 
 

れ
る
。
例
え
ば
昭
和
九
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

い
る
。
（
 

6
 ）
し
か
し
、
出
稼
㈹
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幸 年 続 る 名 励 れ 心 れ 
一 信 煩 さ ， 。 声   て 会 た   れ 縄 回 、 る の そ 昭 味 

会 な 睦 ・ ぃ 。 年 村 て 社 郷 人 に 入 の 和 一 
  が ど と 中 る 箆 代 車 い 会 出 宜 い 常 日 正 心 
設 に 意 字 が 波 に 位 る は 身 味 た し 的 十 全 
立 は 識 校 、 郷 開 で 
当 金 さ 記 そ 友 祐 あ 高 文 あ 工 、 ぃ 
切 銭 れ 食 れ 会 で っ   

大 た 後 社 と 全 工 人 里 り 正 
に的や事は（ も 、 す業 大緒 植一 の 会 い 農 間 々 か の 五 

大 だ ぅ 下 で の ら 数 年   と き で の 激 の 字 に 
い 援 し 援 一 初 一 と   

動 れ 煤 し が が ぎ 現 と   と る 分 て 生 殺 老 実   
は て 郷 ら 八 人 除   @ こ 歴 

しほ て どした、 にいじ 立 当主は史 （ 戦後 文会不明 いる f0 こよ 重山 会と ぎ、 天 時 と "  も 
で 。 の 遷 移 称 全 は 戦 あ 相 と 正 の し れ 古 

、 で た こ   

あ 日 挙 民 さ て 部 後 る 互 か 元 任 て よ く 

る 常 の へ れ の 落 
が 的 時 の て 部 単 八 重大助 。 挟も年務太 " にで正二組 り " 
  活 の 慰 い 落 伍 

同       

同 も 人 ャ 結 老 舎 味 会 を に エ と た い 一 
窓 に 規 l 成 で も 
を 、 榎 ロ は 結 結 
絆 館 な ッ 昭 成 成 
と 波 の ト 和 さ さ   

し 
て れる 部落 に比 台風 二十 れて 

の の 較 被 大 い   
結 公 し 害 年 る 大 
び 民 て へ で 。 宜 
つ 館 、 の あ 多 味 
き 連 山 援 る く 村 
を一 設 さ 助 。 は で 

小す 

そ 昭 は 

も   

  

の 
@ 

と り （ 大 
し 
て     

  
回 勅 Ⅹ 親 結 う 城 五 時 い て 傲 ら 一 

  



 
 

 
 

」
の
設
立
趣
旨
か
ら
 窺
 

い
 知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

 
 

共
に
学
ん
だ
竹
馬
の
 

 
 

 
 

求
め
て
や
っ
て
き
ま
 

 
 

 
 

か
な
じ
め
な
か
っ
た
 

 
 

 
 

、
ふ
る
さ
と
の
な
 っ
 

（
 
Ⅱ
）
 

H
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
く
た
め
の
橋
渡
し
 

 
 

 
 

い
 状
況
の
な
か
で
の
 生
 

 
 

た
こ
と
は
否
め
な
い
。
 

 
 

 
 

郊
 在
住
ヌ
ー
ハ
出
身
 

 
 

 
 

お
り
、
直
接
郷
里
 焼
波
 

 
 

 
 

動
 二
世
、
三
世
で
あ
る
 

 
 

 
 

自
体
も
問
題
解
決
的
な
 

 
 

 
 

社
会
関
係
に
依
存
す
る
 

た
め
に
、
 郷
 文
会
へ
の
帰
属
意
識
は
薄
ら
い
で
い
る
。
 

 
 

な
く
、
年
男
と
し
て
の
 

 
 

と
か
ら
も
窺
え
る
。
 

 
 

 
 

母
字
 ヌ
ー
ハ
ー
と
の
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2
 、
冠
婚
葬
祭
の
祝
儀
 

 
 

 
 

会
員
相
互
の
扶
助
・
 
激
 

 
 

 
 

一
月
に
行
な
わ
れ
る
 合
 

 
 

 
 

状
態
で
あ
る
 0
 ま
た
 会
 

 
 

 
 

0
 会
の
抱
え
て
い
る
 問
 

 
 

 
 

郷
里
の
繁
栄
、
ま
た
、
 

 
 

 
 

て
い
る
 0
 後
者
の
問
題
 

 
 

 
 

翌
日
、
 

し
る
し
力
し
 

（
 
2
 
1
 

）
 
0
 

、
 
、
り
 

鵜
 
 
 

 
 

て
い
る
こ
と
も
否
め
な
 

 
 
 
 

 
 

 
 

て
 重
層
的
に
イ
ン
フ
 

 
 

 
 

が
 多
か
っ
た
こ
と
、
 
会
 

 
 

 
 

い
 る
要
因
と
考
え
ら
れ
 

 
 

 
 

、
今
日
で
ほ
積
み
立
て
 

 
 

 
 

思
い
出
、
今
日
、
将
来
 

 
 

 
 

外
に
も
同
窓
の
会
は
あ
 

っ
 た
が
、
潰
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

そ
れ
は
長
男
の
 
イ
ヱ
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の
 申
か
ら
り
し
ろ
 指
 

 
 

 
 

交
互
に
会
食
の
会
が
 

 
 

 
 

筋
で
形
成
さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

者
が
那
覇
市
会
議
員
 

 
 

て
 毎
月
会
食
の
会
が
開
か
れ
て
い
る
の
も
あ
る
。
 

 
 

 
 

は
 非
常
に
多
い
 0
 多
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

舞
な
ど
相
互
扶
助
の
 

 
 

 
 

、
 五
 0
 老
を
越
え
て
 

 
 

 
 

一
 
%
 の
加
入
率
で
あ
る
 

 
 

 
 

、
当
然
全
世
帯
が
加
 

 
 

 
 

全
世
帯
の
三
 セ
老
ぐ
 

（
 
u
 ）
 

い
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
と
い
う
こ
と
を
 絆
 

し
た
も
の
に
焦
点
を
置
い
て
述
べ
て
ぎ
た
。
が
ら
ん
、
 

 
 

社
会
が
あ
る
 0
 し
か
 

 
 

 
 

意
識
の
段
階
で
は
そ
 

 
 

 
 

う
 に
な
る
。
 

 
 

期
 よ
り
出
稼
ぎ
に
 
よ
 る
収
入
の
道
を
求
め
て
い
た
。
 

ぅ し に ら 入 が い 性 れ く ほ ろ 開 を の 
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ナ， Ⅰ 

先祖 と こ @ 
は 祭 
周 祀 
知 @ こ 
の と   
と て 
で、 先 
あ 祖 

のる。 霊 
沖 ・ 依 
網 代 
社 と 
会 し 
に て 

お 日 
い 本 
て 社 
も 会 
同 に 
様 お 
で、 い 

あ て 
る ほ   
持 仏   沖 
縄 安 
仕 置 
会 さ 
は れ 
お る 
し ㍉ て ;L " @@ 一 

て 牌 
は と 
後グと 
世 : も 
0 @ 一 、 象 
徴 募 
と 地 
し も 
て み 
恐 な 
れ さ 
ら れ 
れ て ふ き 
143 (143) 

一   一 

墓
地
の
変
遷
と
先
祖
 祭
 杷
の
変
容
 

2
 

3
 

4
 

5
 

先
の
 

 
 

 
 

稼
ぎ
型
移
動
か
 

 
 

て
き
た
。
 

 
 

 
 

が
 多
い
。
そ
こ
 

 
 

 
 

が
 激
し
く
、
都
市
 

 
 

 
 

文
会
、
血
縁
を
絆
 

と
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
 な
 集
団
形
成
を
促
し
た
。
 

 
 

 
 

ぇ
ば
餅
渡
 部
落
の
 

 
 

 
 

ぬ
着
ぎ
の
住
民
に
 

 
 

 
 

精
神
的
世
界
は
郷
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

る
も
の
も
増
え
 

 
 

 
 

拠
点
と
し
て
移
住
 

都
市
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
 



忌
む
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
沖
縄
社
会
の
 

限
 が
あ
り
、
沖
縄
本
島
北
部
で
は
古
 い
 墓
地
は
村
夫
 

鏡
波
 部
落
の
場
合
、
最
も
古
 い
墓
と
 称
さ
れ
て
 ぃ
 

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ヌ
ー
フ
ァ
ヤ
ー
」
は
造
ら
れ
 

落
 に
分
離
）
、
根
路
銘
の
三
ヵ
 村
 共
同
 墓
 で
あ
っ
た
。
 

さ
れ
た
記
録
で
は
天
保
 
一
 0
 年
 
（
一
八
三
九
）
に
 こ
 

く
、
 三
ヵ
村
で
利
用
可
能
な
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
 

保
存
の
処
置
が
計
ら
れ
て
い
る
。
 

明
治
三
年
の
記
録
で
は
根
路
銘
部
落
の
人
が
大
 兼
 

る
 。
そ
こ
に
は
 銑
渡
 部
落
は
入
っ
て
い
な
い
。
そ
し
 

末
 に
焼
 渡
 部
落
の
戸
数
の
増
加
に
伴
な
い
新
た
に
 焼
 

風
 形
式
の
墓
と
、
亀
甲
形
式
の
墓
と
、
子
供
を
葬
 む
 

不
明
で
あ
る
が
、
戸
数
増
加
に
体
な
 い
 造
ら
れ
た
も
 

村
 共
同
墓
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
村
の
管
理
で
、
 

体
を
安
置
す
場
所
と
、
洸
貴
後
に
遺
骨
を
葬
れ
 ろ
境
 

が
 安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
古
い
遺
骨
は
そ
の
ま
ま
 葬
 

墓
地
で
の
年
中
儀
礼
は
旧
正
月
十
六
日
に
墓
参
す
 

大
官
 味
 地
方
旧
慣
問
答
書
」
に
は
清
明
祭
、
彼
岸
 祭
 

ヤ
｜
 

 
 

葬
ら
れ
た
と
の
記
録
が
あ
 

 
 

内
に
あ
る
 0
 そ
こ
で
、
近
世
 

 
 

そ
し
て
、
現
在
ほ
古
い
破
 

 
 

墓
が
 二
基
に
な
っ
た
年
代
は
 

の
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

内
部
は
遣
 

 
 

は
 夫
婦
単
位
な
ど
の
厨
子
 突
 

ら
れ
、
遺
骨
を
特
定
化
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
 

 
 

代
 に
調
査
さ
れ
た
「
沖
縄
県
 

 
 

十
九
年
の
「
大
官
 味
 間
切
 肉
 

 
 

を
 造
る
こ
と
に
対
し
て
 
制
 

（
Ⅱ
）
 

同
墓
 で
あ
る
。
 

 
 

フ
ァ
ヤ
ー
」
で
あ
る
と
伝
え
 

 
 

早
大
官
球
部
落
、
大
廉
人
 部
 

 
 

こ
の
地
域
は
戸
数
も
少
な
 

 
 

ね
 、
使
用
さ
れ
て
い
な
く
、
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新
焼
香
 ノ
方
へ
近
キ
間
 

 
 

 
 

 
 

定
め
て
お
り
、
さ
ら
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

祀
 儀
礼
で
あ
っ
た
と
い
 

 
 

 
 

的
 装
置
と
も
な
っ
て
 い
 

 
 

 
 

で
の
先
祖
霊
 
は
 観
念
 

 
 

ノ
づ
ノ
 

。
 

 
 

 
 

共
有
地
を
私
的
所
有
 

 
 

 
 

て
い
た
た
め
に
、
部
落
 内
 
 
 

 
 

富
裕
層
（
ウ
ェ
ー
 キ
 

容
 

 
 

 
 

て
 し
く
 

、
 （
 
1
 
 

9
 O
 
）
 現
在
十
五
基
建
立
さ
 

 
 

い
く
。
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
跡
継
ぎ
の
長
男
は
区
 

 
 

 
 

 
 

男
 、
下
女
も
多
か
っ
た
と
 伝
 

 
 

 
 

し
 、
そ
れ
ぞ
れ
の
 ィ
ェ
 の
長
男
 

 
 

 
 

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 中
 

 
 

 
 

子
に
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
 墓
 

現
 

 
 

 
 

」
の
場
合
も
そ
れ
ぞ
れ
の
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跡
 継
が
使
用
で
き
る
形
で
あ
る
。
 そ
 

ハ
 チ
 で
あ
る
た
め
に
反
対
さ
れ
て
い
 

入
舞
 根
 一
門
 
之
墓
 V
 
 現
世
帯
主
の
 

元
祖
を
継
ぐ
た
め
に
養
子
に
入
り
、
 

三
男
は
 H
 門
中
の
 イ
ヱ
 に
婿
養
子
に
 

の
 三
男
が
位
牌
を
継
ぐ
た
め
に
長
男
 

し
 、
 四
 男
は
前
述
の
玉
井
一
門
の
 ィ
 

っ
て
い
る
が
、
 四
 男
の
三
男
が
長
男
 

系
 二
子
の
 イ
ェ
 、
お
よ
び
四
実
の
 三
 

八
神
谷
家
 之
墓
 V
 
 現
世
帯
主
の
父
 

こ
の
墓
は
前
述
の
森
 根
 一
門
 墓
と
並
 

十
セ
 早
生
ま
れ
る
 K
.
H
 

氏
は
当
時
 

で
、
一
門
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
 

は
 上
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
 造
 

大
正
期
に
か
け
て
富
裕
層
を
中
心
に
 

た
 者
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
。
 し
 

目
言
わ
れ
て
い
る
門
中
の
な
か
で
、
 

非
常
に
弱
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 む
 

 
 

る
の
で
、
墓
地
を
移
そ
う
と
し
た
ら
、
長
男
 

る
 。
 

 
 

は
 四
人
兄
弟
で
、
長
男
は
 

A
 門
中
の
元
屋
に
 

 
 

の
 継承
は
二
男
が
跡
継
ぎ
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

に
 婿養
子
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
四
果
 

 
 

二
男
、
三
男
で
大
正
初
期
に
墓
を
建
立
 

 
 

 
 

 
 

は
あ
り
、
兄
弟
で
非
常
に
協
力
し
て
い
る
の
 

ぅ
 と
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

は
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
明
治
末
期
か
ら
 

 
 

血
筋
に
よ
る
兄
弟
、
兄
弟
の
 

イ
ェ
 
を
継
承
し
 

 
 

て
 造
っ
て
い
る
。
婿
養
子
先
は
部
落
内
で
今
 

 
 

 
 

思
議
 
は
企
 
ん
ど
無
い
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
 

 
 

力
 を
高
め
、
そ
れ
が
、
男
系
血
筋
の
近
 

い
身
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現代沖縄社会における 先祖祭祀の変容 

今
日
那
覇
市
 

（
 
0
 ）
 

る
 。
那
覇
市
で
 

地
価
高
騰
等
の
 

沖
縄
市
で
ほ
 昭
 

規
模
で
造
成
し
 

い
も
の
は
一
三
 

老
 ）
と
な
っ
て
 

く
 、
郷
里
な
ど
 

（
 
羽
 ）
 

れ
る
。
 

観
波
郷
 文
会
 

 
 

 
 

れ
て
ぃ
 

 
 

 
 

増
と
、
 

 
 

 
 

ま
た
、
 

 
 

 
 

O
 基
の
 

 
 

 
 

市
 に
な
 

 
 

 
 

（
 
四
 O
 

（
 
吊
仁
 

）
 

 
 

 
 

げ
で
な
 

 
 

 
 

推
定
さ
 

 
 

 
 

ら
に
 移
 

内
に
よ
っ
 

し
か
し
 

て
成
功
し
 

墓
地
に
 厨
 

た
に
建
立
 

先
祖
と
い
 

一
世
帯
 あ
 

 
 

連
 っ
た
と
い
 

 
 

、
出
稼
ぎ
に
 

 
 

。
そ
れ
は
 昭
 

 
 

期
か
ら
の
 不
 

 
 

あ
れ
、
村
夫
 

 
 

と
い
 え
る
。
 

 
 

族
も
多
い
。
 え

よ
う
 。
 

和
 初
期
か
ら
部
落
会
議
 

依
存
す
る
も
の
が
多
く
 

況
 、
戦
時
体
制
へ
入
っ
 

同
墓
で
 祭
祀
を
村
共
同
 

仝
田
村
共
同
墓
を
使
用
 な

り
、
 

録
に
墓
 

て
い
く
 

で
 営
む
 

し
て
い
 そ

う
し
た
中
で
大
工
と
し
 

を
造
る
 迄
 と
し
て
 村
 共
同
 

な
か
で
、
全
て
が
墓
を
新
 

と
い
う
集
合
さ
れ
た
村
の
 

る
 世
帯
は
部
落
内
で
二
十
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勒
 す
る
予
定
が
八
世
帯
あ
り
、
合
わ
せ
れ
ば
二
八
 

造
る
家
族
 墓
 と
し
て
建
立
し
て
い
る
か
ら
、
墓
石
 

ま
ず
述
べ
よ
う
。
 

八
 山
名
家
 之
墓
 V
 
 提
案
者
は
上
名
字
の
後
継
ぎ
 

一
門
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
母
の
代
に
 ユ
 タ
が
 

な
の
で
、
 H
 門
中
に
加
わ
っ
て
い
な
い
 0
 十
五
才
 

0
 頭
領
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
 は
 工
作
 隊
 の
給
水
 

モ
 で
も
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年
ょ
 り
 二
期
市
会
議
 

員
 全
て
那
覇
に
移
住
し
て
い
る
。
墓
地
は
那
覇
市
 

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
 0
 っ
て
い
る
 0
 し
か
し
、
 

落
 の
村
夫
 右
 墓
か
ら
先
祖
霊
を
移
し
た
の
は
、
 母
 

き
 、
ま
ず
先
祖
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
 母
 

の
場
ム
ロ
、
先
祖
は
初
代
か
ら
四
代
ま
で
は
 
村
 共
同
 

た
 。
ま
た
、
六
代
目
（
金
城
 賢
 舅
氏
の
祖
父
）
は
 

子
 委
に
入
れ
て
移
し
て
い
る
、
そ
こ
で
 村
 共
同
 墓
 

「
 上
 」
の
元
祖
と
し
て
厨
子
委
に
入
れ
、
さ
ら
に
 

の
は
那
覇
か
ら
同
行
し
た
 ユ
 タ
が
行
っ
て
い
る
。
 

祭
祀
し
て
い
る
。
そ
れ
は
十
五
年
ぐ
ら
い
前
に
 
ュ
 

 
 

落
 で
は
最
も
大
き
い
 H
 門
中
の
 

 
 

系
図
、
具
体
的
系
譜
も
不
明
 

 
 

父
の
経
営
し
て
い
た
建
設
会
社
 

 
 

を
 設
立
し
て
い
る
。
一
級
建
築
 

 
 

屋
 、
家
敷
地
は
あ
る
が
、
家
族
 

 
 

賢
 舅
氏
の
男
兄
弟
三
名
で
造
っ
 

 
 

が
 全
て
出
し
て
い
る
 0
 鏡
 渡
部
 

 
 

で
あ
る
。
母
が
死
亡
し
た
と
 

 
 

を
 迎
え
に
行
っ
て
い
る
。
 そ
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
入
っ
て
 ぃ
 

 
 

 
 

屋
号
「
 上
 」
の
元
祖
と
し
て
 厨
 

 
 

て
 厨
子
 審
 に
入
れ
、
さ
ら
に
 

 
 

っ
て
ぎ
て
い
る
。
小
石
を
捨
 ぅ
 

 
 

は
 前
の
先
祖
は
位
牌
を
分
け
て
 

タ
三
言
 わ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

世
帯
、
複
数
の
 イ
ェ
 で
 模
合
で
 

 
 

帯
 で
調
査
し
た
も
の
の
事
例
を
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現代沖縄社会における 先祖祭祀の変容  
 

 
 

氏
は
 戦
前
は
軍
関
係
の
 

 
 

 
 

出
て
建
設
業
の
鏡
 波
部
 

 
 

 
 

。
子
供
も
全
て
那
覇
で
 

 
 

 
 

を
 移
っ
し
た
理
由
は
子
 

 
 

 
 

弟
と
 共
同
で
建
立
す
る
 

 
 

 
 

十
二
年
に
造
っ
た
。
 墓
 

 
 

 
 

。
サ
ン
ジ
ン
ソ
ー
 、
ハ
 

 
 

 
 

夫
妻
、
弟
夫
妻
、
叔
父
 

 
 

 
 

葬
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
場
合
、
し
っ
た
 先
 

 
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
先
祖
霊
の
厨
 

 
 

 
 

継
ぎ
で
あ
る
金
城
 幸
盛
 

 
 

 
 

で
は
「
上
代
先
祖
」
は
 

 
 

 
 

牌
箱
で
 祀
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

れ
は
「
本
当
の
元
祖
は
 

 
 

 
 

と
い
う
理
由
で
位
牌
の
 

 
 

 
 

ら
、
 妻
の
病
気
な
ど
 不
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を
 持
ち
帰
り
、
今
日
の
よ
う
に
祭
っ
て
 い
 

 
 

で
あ
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
 

 
 

ぎ
 金
城
武
雄
氏
の
文
目
太
郎
氏
は
戦
前
に
 

 
 

氏
は
十
五
才
の
と
き
、
 国
 太
郎
の
元
で
大
 

 
 

立
 那
覇
産
業
技
術
学
校
の
教
諭
な
り
、
 昭
 

 
 

し
て
 東
り
 前
田
家
を
起
こ
し
、
初
代
と
な
 

 
 

」
と
く
で
入
り
切
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
 

 
 

弟
で
あ
っ
た
が
、
次
男
と
三
男
の
子
供
と
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
墓
を
造
っ
て
い
る
。
 な
 

 
 

今
 に
分
け
、
さ
ら
に
武
雄
氏
の
兄
弟
三
名
 

 
 

、
そ
れ
を
移
し
て
い
る
。
 

 
 

い
る
家
族
 集
 ま
で
の
墓
地
の
変
遷
に
つ
 

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 

 
 

先
祖
祭
祀
儀
礼
は
村
の
共
同
規
制
の
 

 
 

事
の
色
彩
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
 

 
 

れ
よ
 う
 。
そ
れ
を
支
え
る
村
落
は
 、
 

 
 

況
 で
あ
っ
た
と
三
口
え
ろ
。
 

 
 

と
 土
地
の
私
有
 制
 と
い
う
土
地
改
革
と
 、
さ
ら
に
出
稼
ぎ
、
移
民
の
増
大
は
階
 

る
 。
そ
し
て
、
認
識
と
し
て
は
、
イ
ェ
 

大
官
 味
 大
工
と
し
て
糸
満
で
活
躍
し
て
 

エ
見
 習
を
し
、
東
京
で
技
術
を
磨
ぎ
 、
 

和
 五
十
五
年
に
ほ
現
代
の
名
工
と
し
て
 

っ
て
い
る
。
那
覇
に
墓
地
を
移
し
た
の
 

の
で
新
た
に
造
ろ
 う
と
 決
心
し
た
と
 述
 

ほ
 気
持
が
合
わ
な
く
、
田
太
郎
氏
の
 長
 

お
 、
同
一
敷
地
内
に
 、
 姉
の
嫁
ぎ
先
の
 

で
 三
等
分
し
て
い
る
。
先
祖
霊
は
墓
地
 

い
 て
述
べ
て
ぎ
た
が
、
そ
れ
を
整
理
す
 

下
で
営
ま
れ
て
い
た
 0
 旧
正
月
十
六
日
 

村
落
が
神
話
的
、
観
念
的
、
具
象
的
な
 

村
落
内
で
の
 嫁
 ・
婿
養
子
な
ど
の
そ
り
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現代沖縄社会における 先祖祭祀の変容 

に
 至
ら
な
か
っ
た
の
は
、
社
会
的
 

ど
 、
そ
の
契
機
を
な
す
要
因
も
大
 

個
別
の
 イ
ェ
 の
系
図
も
、
世
代
が
 

十
八
日
に
分
家
は
拝
み
に
行
っ
て
 

イ
ェ
 関
係
が
強
い
。
 

3
 
 戦
後
は
挙
家
離
村
が
増
大
し
 、
 

は
 同
郷
で
あ
る
こ
と
を
 絆
 と
し
た
 

成
 が
な
さ
れ
て
い
く
。
一
方
で
は
 

な
い
か
と
い
っ
た
不
安
感
も
出
て
 移

動
の
増
大
に
 ょ
 

ぎ
な
変
動
に
み
 ま
 

深
く
て
九
代
ぐ
ら
 

い
る
 よ
う
 に
、
時
 

生
活
拠
点
が
那
覇
 

相
互
扶
助
も
強
く
 

社
会
移
動
の
増
大
 

ぎ
た
と
思
わ
れ
る
 

 
 

多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

に み 
よ う 
つ れ 
て た 
個 が 
方寸   
家 そ 
族 の 
内 閲 
で、 係 
も も 

親 弱 
兄 ま   
分 個 
散 別 
し 家 
、 族 
系 で 
譜 の 
も 新 
暖 た 
味 な 
に 社 
な 会 
る 関 
の 係 
で、 の 
は 形 
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て
い
っ
た
。
移
動
当
初
 

っ
て
、
 

わ
れ
て
 

、
で
、
 

代
 的
に
 

 
 

転
出
す
る
な
 

 
 

さ
れ
て
い
る
 

 
 

月
 ・
九
月
の
 

 
 

を
 単
位
と
し
た
 

 
 

の
 結
果
、
男
系
兄
弟
 

 
 

祝
祭
祀
の
一
郭
が
崩
 

 
 

墓
を
造
る
と
い
う
ま
 

 
 

は
 五
門
中
あ
る
。
 
そ
 

 
 

。
そ
れ
ら
は
士
族
の
 

 
 

診
断
者
と
し
て
の
 ュ
 

 
 

い
た
こ
と
な
ど
か
ら
 

 
 

よ
っ
て
 イ
ェ
 を
守
り
 

 
 

先
祖
祭
祀
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

場
面
で
取
り
扱
わ
れ
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
そ
れ
を
逸
脱
 

4 

て れ の 

四 た 地の市価 禁のぃ を 一ブ 
） 

  
ら る て 墓 の 祀 ェ に の に 円 規   
れ た い 地 ァ 承 を 、 で 新 中 族 上 
る め る を ィ 紙 道 文 あ た 系 の 名 
。 と ） 移 デ の っ 系 る に 区 系 家 
逝 か 動 ン 大 て 血 。 墓 （ 図 系 

図 

  

  

和 

明 の 

  向 
と 中 で ぅ 先 の 区 置 よ る 根 底 
い 心 は 。 祖 禁 別 か ぅ も 神 鏡 
う に 新 も 思 し れ に の 重 波 
観 た 暦 
念 っ で、 
が、 て     

導 い し れ l そ 釣 的 た メ 一 
入 る か 
さ 。 も 
れ そ そ   
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こ
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失 い の 

な 拘 代 
わ 束 々 
れ 力 の 
、 を 家 
先 特 長 
視 た 夫 

観 も ず 、 婦 を 
家 業 基 
の 績 軸 
継 主 に 
康 義 し 
者 の て 
を 要   
墓 表 そ 
軸 が れ 
に 介 に 
す 左 縄 
る す わ 
も る る 
の 全 家 
か 地 の 

  
家 っ を 
の た 祭 
過 。 祀 

去 都 し 
0 市 て 
成 仏 い 

員 、 ・ 産た っ 
さ 業   
ら 化 父 
に し 系 
、 た 血 
妻 全 縁 

万日 "  セこ原 の 
母 お 理 
方 か は 
を て 家 
も は の 
取 、 継 
9  % て 承 
込 の に 

む 序 ぉ 
拡 立 い 
が 基 て 
り 盤 は 

(154) 154 



現代沖縄社会における 先祖祭祀の変容 

え 一 途 の 祖 実 理 と 
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  5 4 3 
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、 方 て 縄 先 血   
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と と 会   拝 面 て を 
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て の 制 系 統こ 、 系 
い 情 理 合 う 生 血 
る 神 命 の し 活 縁   

大観。 五す琉   
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君ノ 

通 明 
動 治 
が 維 
烏 、 新 
激 を 
な 契 
広 機 
が と 
り す 
さ る 
み 社 
せ 会 
た 変 
。 動 
そ の 
れ 中 
は で 
従   
来 人 
の 生 
檀 の 
那 重 
手 裏 
と な 
絶 儀 
綾 花 
し で あ 
象 る 
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適 従 
し 来 
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し 式 
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め が 
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そ 山 蕗 に   れ 荷 と 上 
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か る も る っ 滝 と に 食 て 原 
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自 に る ム 且 Ⅱ し " 
に 明 野 資 た 年 る 
大 治 原 料 だ 十   
教 正 に は こ 二 滝 

0 年   も 現 5 月 原 
宣 教     
市 部 わ 見 た は の 

め 設 

    止 は 

心 機 れ 、 
活動 

と 好 演 さ 明 
関 大 推 原 原 れ 確 
と 教 と 側 が め る に 
し コ 旦 『 で 関 状 な し 

き 係 況 ど が ; 
ょ を が 、 ナ， Ⅰ 

  

暁 天 い に 別 明 
は 教 た ど 宮 治 

院の 「封メ 

滝 の 研 二 

外 統 
的 轄   
に 下 鎮 お あ に 
は に 座 よ り は 
金 打 弛 ん 万 神 
国 な ま で が 葬 
の わ た き 示 顕 
神 れ 
宮 る   
  の と た 宮 
云 鎮 い と 町 神 歴 う 考 有 
神 宮 地 点 え 文 
風 は に に て 書 
講 別 お っ ょ ） 
社 に げ い い を 
を 神 る て 。 出 
文 官 自 は し 
配 教 覚 て 
し 院 的 そ お 
  を 
封 殺 

な れ 
行 を 

り、 

肉 置 動 直 ま 
約 し が 接 ナ - し 
セブ し   徐 た 

々 ど   
そ 

は 独 の 



地域社会における 神葬祭   

社 そ 
会 の た 
は 任 だ 
特 に し 
つ 当   
て た 講   
の そ 取 
で れ ま 
" ら と 
そ の め 
の 多 役 
展 数 や 
開 が 役 
は 神 員   
ダ を 長 
@  行 ， 一   
シ な 取 
ッ い 締 
フ 。 ま   

を た 田 
と 熱 納 
る 心 体 
大 に   

物 そ 世 
次 れ 話 
第 を 係 

で幼 かめ） 等 
な れ は 
り サま ㌧ 、 

左 、 ず 
古 金 れ   
た 協 長 
と 調 を 
考 せ は 
え さ   じ 
て る め 
よ な ナ泡 
か 得 域 

社会力しろう ょ、 
構止坦 0% 
を カ 
地 者 
域 が 
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別
 年
に
 

 
 

せ
な
い
 

 
 

才
で
 山
田
（
 現
 

 
 

5
 二
十
二
年
 

 
 

る
 。
在
任
 申
 、
 

 
 

育
面
 で
彼
が
野
 

 
 

た
も
の
と
 考
 

 
 

く
 、
ま
た
離
檀
 

（
 
W
@
 

）
 

が
 、
こ
こ
で
は
檀
那
寺
と
の
関
係
を
み
て
お
こ
う
。
 

（
 
I
 
0
 ）
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

性
を
発
揮
し
た
人
物
で
 

三
神
葬
祭
の
推
進
者
と
寺
 檀
 関
係
 

 
 

 
 

院
 ・
講
社
と
の
 関
 

 
 

 
 

ず
る
所
あ
り
て
深
く
 
敬
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地域社会における 神葬祭の受容とその 展開 

以
上
の
よ
う
に
離
檀
 し
 、
神
葬
祭
化
し
た
 

て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
 0
 神
葬
祭
変
更
後
の
 

っ
た
 。
 

と
こ
ろ
で
神
宮
教
会
と
し
て
は
、
神
葬
に
 

略
 ）
社
頭
二
便
宜
 ノ
地
ナ
ク
 。
建
設
 ニ
 正
ム
 

 
 

偶
 に
 伐
 る
施
設
と
人
物
に
集
約
さ
れ
 

 
 

い
く
か
が
最
も
主
要
な
関
心
事
で
あ
 

 
 

氏
子
 ノ
 総
霊
舎
 ヲ
 建
設
 シ
 （
 
中
 

（
 
リ
ハ
 

）
 

 
 

は
テ
 。
霊
舎
 ニ
当
ヘ
シ
 。
」
と
 氏
 

四 

神
宮
教
命
教
会
所
の
設
立
 

寺
を
掌
握
し
て
い
た
 広
泰
手
 は
、
 商
 勢
地
域
に
末
寺
 

を
 持
続
し
え
な
か
っ
た
事
情
が
離
檀
化
を
容
易
に
し
 

以
上
、
野
原
の
神
葬
祭
化
に
つ
い
て
み
た
が
、
 こ
 

宮
の
教
化
活
動
に
体
な
っ
て
一
気
に
定
着
し
た
。
 そ
 

と
い
う
要
因
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
 

 
 

の
 変
動
期
に
充
分
な
指
導
力
 

た
 面
も
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
 

 
 

ね
 、
さ
ら
に
そ
れ
が
、
 
神
 

 
 

し
 、
ま
た
青
檀
関
係
の
細
 齢
 

ヰ
ハ
 

-
 
Ⅰ
。
 

（
 
り
い
 

）
 

 
 

 
 

お
 ま
た
、
野
原
の
法
泉
 

と
 引
継
が
れ
た
。
 

 
 

 
 

る
 。
開
山
は
元
禄
 元
 

 
 

 
 

寺
檀
 関
係
に
何
ら
か
の
 

 
 

 
 

破
し
多
く
の
死
者
が
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産
土
神
社
（
二
社
あ
っ
 

 
 

 
 

自
身
が
責
任
を
も
っ
て
 

（
 
Ⅱ
）
 

@
 

 
 

伝
え
て
い
る
。
 

 
 

明
治
二
十
五
年
に
建
設
さ
れ
た
教
会
所
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

習
教
 ・
大
社
教
・
 扶
 

 
 

も
に
一
教
派
と
し
て
独
立
し
て
い
た
。
 

 
 

 
 

し
て
の
機
能
を
主
と
 

 
 

 
 

よ
う
に
、
宗
教
々
田
と
 

 
 

 
 

崇
敬
の
団
体
へ
と
性
格
 

を
 変
え
て
い
く
理
由
で
も
あ
る
。
 

 
 

 
 

走
 す
る
必
要
が
あ
ろ
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

加
盟
 シ
 同
志
誘
導
 

 
 

 
 

2
 正
三
重
県
伊
勢
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

モ
 応
分
 之
教
 資
金
 

 
 

 
 

宰
相
 添
 教
師
教
徒
 

総
信
徒
 代
 連
署
 ヲ
以
奉
願
候
 以
上
Ⅰ
以
下
氏
名
 略
ロ
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地域社 会 にお け   神葬祭の受容 とそ 

 
 

行
 ス
ル
モ
ノ
ト
ス
（
第
五
条
）
 

 
 

祖
先
 諸
霊
ノ
 祀
典
 ヲ
モ
 執
行
 ス
ヘ
シ
 （
 
第
 上
八
条
）
 

 
 

研
二
 於
テ
其
 祀
典
 ヲ
 執
行
 ス
 （
第
九
条
）
 

 
 

 
 

霊
祭
を
執
行
す
る
 

 
 

も
 行
っ
た
こ
と
は
い
 う
 ま
で
も
な
い
。
 

場 

 
 

会
所
規
約
口
か
ら
抽
出
す
る
と
次
の
四
点
と
な
る
。
 

 
 

四
ゑ
不
 

）
 

と
 祖
霊
舎
も
併
設
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

（
 
甘
 
Ⅱ
）
 

 
 

 
 

祭
典
内
容
ょ
り
察
す
る
 

 
 

 
 

て
い
た
有
力
者
で
あ
 

 
 

 
 

設
置
場
所
・
建
物
の
提
 

供
な
ど
用
意
周
到
に
事
が
進
め
ら
れ
た
。
 

 
 

 
 

家
 挙
っ
て
野
原
 へ
移
 

 
 

）
。
 

 
 

 
 

さ
ら
に
覆
っ
て
い
る
）
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と
い
う
 ょ
 

こ
の
点
 

参
考
と
な
 

菅
 木
屋
 

考
え
ら
れ
 

 
 
 
 

 
 

）
の
事
例
が
 

ろ
 う
 。
 菅
 木
屋
も
野
原
と
同
じ
く
宮
川
流
域
に
あ
り
、
 滝
原
冨
と
は
ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
る
。
 

 
 

 
 

動
 に
よ
る
と
 

 
 

 
 

活
動
を
推
進
 

 
 

 
 

風
 講
社
の
各
管
轄
の
中
 

 
 

 
 

ル
 で
の
動
き
を
受
け
た
 

 
 

 
 

で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
 

 
 

 
 

産
 と
な
る
土
地
を
提
供
 

 
 

 
 

で
は
な
く
、
か
っ
そ
の
 

 
 

 
 

。
こ
う
し
た
状
況
に
お
 

 
 

 
 

っ
た
 結果
、
教
会
所
設
 

（
 
M
 
れ
 ）
 

立
の
実
現
を
見
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

な
い
。
野
原
を
含
む
 

五
教
会
所
設
立
の
意
図
と
そ
の
役
割
 

 
 

 
 

儀
 執
行
者
の
常
住
 

と
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地域社会における 神葬祭の受容とその 展開 

 
 
 
 

 
 

 
 

あ
り
方
に
反
省
を
 

う
 な
  
 
 
 
 
 

 
 

」
 ぅ
 し
た
天
理
教
の
布
教
活
動
と
、
 
神
 

 
 

 
 

所
 設
置
へ
と
導
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

の
 実
力
あ
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
 

 
 

会
所
開
設
時
に
講
演
を
し
て
い
る
こ
と
 

 
 

理
 教
と
い
ち
早
く
接
触
を
も
っ
た
の
は
 

 
 

母
体
で
あ
る
神
風
講
社
の
世
話
 
係
 を
勤
 

 
 

従
来
の
関
係
を
持
続
し
て
い
る
。
大
瀬
 

 
 

味
 を
も
っ
た
の
か
Ⅰ
そ
れ
が
ど
の
 
よ
う
 

 
 

分
有
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
 

  

て宮 
へ   白 め 

控 を 教 、 之 ら 彼 身 崇 
え 生 人 数 助 祭 が の 敬 

浩 浩 松木 たし み、 信に 会所 で、 する 勃 勃 
拠 を 時差 し o さら みら 附属 明治 と 、 点 、 進 

か は れ の 二 そ と と め 
十 の 同           

こ く し 賛 信 ら 行 
  
金 持 

 
 

 
 

曽
に
 東
海
文
教
会
が
設
 

 
 

 
 

阿
曽
に
は
熱
心
な
教
徒
 

 
 

 
 

瀧
 神
社
の
神
官
と
し
て
 

 
 

 
 

な
お
こ
う
し
た
面
で
の
 

活
動
は
続
け
て
い
た
。
 

 
 

 
 

で
 最
初
に
足
を
留
め
 



い 昭 築 葬 月 余 あ 儀 に を の 治 
た 和 で 祭 奉 廿 、 た り を 適 意 文 三 城 

 
 

 
 

る
と
い
 え
る
 0
 明
 

 
 

 
 

来
の
教
会
所
は
そ
 

 
 

 
 

宗
教
活
動
の
後
退
 

 
 

 
 

介
助
役
を
勤
め
る
 

 
 

 
 

教
 時
代
の
如
く
 葬
 

 
 

 
 

」
と
な
く
、
従
来
の
 

方
を
継
続
し
た
。
 

 
 

 
 

、
同
月
三
日
元
始
 

 
 

 
 

日
神
嘗
祭
、
十
一
 

 
 

 
 

は
 一
口
南
 

円
 
い
 
@
 
v
 
。
 

 
 

 
 

秋
ノ
 皇
霊
祭
政
 ビ
 

 
 

 
 

0
 大
正
二
年
の
改
 

 
 

 
 

聴
 し
て
い
た
が
、
 

 
 

 
 

役
割
を
も
果
し
て
 

 
 

れ
た
時
期
も
あ
る
。
 

六
 
そ
の
後
の
教
会
所
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地域社会における 神葬祭の受容とその 展開 

し 匡 す に し 

  

  

  

  

  

  
な て 神 名 立 社 い 一 ぎ こ 大 
い 担 社 で 性 ・ る 六 た と 神 

そ 土 
  。 兼 ま   の 神 

性 分 
格 霊   が 」 

0 番 当 に 別 は 四 で ょ が 
9  市日   明 ら 

と 確 れ 
に て   な い 

的 下 戸 ず っ た 
に 幸 ず っ ナ - Ⅰ   

文 事 つ の と 現 
換 が 戸 組 み 在 

て も   ょ そ 
役 ば り 決 出 新 以 い れ 
割 辞 で め   日 下 o  ひま 

を 退 屈 も ひま そ 変   ， 」 ら 
ほ 番 と   近 ） も Ⅰで、 力 ょ、 

い 期 て 内 接 の 称 次   
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以
上
の
 ょ
 

持
っ
て
い
た
 

し
か
し
こ
 

な
が
め
て
み
 う

 な
上
部
組
織
の
変
更
 

。
そ
の
機
能
 は
 、
か
つ
 

の
建
物
は
ま
っ
た
く
手
 

よ
 う
 。
 

セ
 

祖
霊
社
の
現
況
 

 
 

祖
の
霊
の
鎮
 る
 所
と
 

 
 

に
は
変
ら
な
い
と
言
っ
 

 
 

現
わ
れ
る
の
か
、
以
下
 し

て
重
要
な
意
味
 

て
よ
い
。
 

現
在
の
問
題
と
し
 て を 



る
 。
ま
た
神
社
 係
 
（
氏
子
総
代
）
二
名
・
 祖
 

大
神
楽
保
存
会
・
消
防
団
・
体
育
振
興
会
な
 

次
に
 区
 全
体
の
関
係
す
る
宗
教
施
設
に
っ
 

 
 

野
原
神
社
Ⅱ
法
人
登
記
上
 は
七
保
 神
社
で
 

一
五
二
名
選
出
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
神
社
 

神
社
合
併
に
起
因
す
る
も
の
で
、
 

七
保
 神
社
 

保
 神
社
の
石
 標
 が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
 
新
 

て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
当
を
得
た
表
現
で
戦
 

祖
霊
社
Ⅱ
現
在
こ
の
建
物
ほ
ど
多
様
に
 称
 

㈲
奉
斎
会
、
㈹
祖
霊
殿
、
㈲
霊
社
、
㈹
テ
ラ
 

称
 で
、
「
祖
霊
」
を
祀
る
場
所
と
の
意
識
が
 

ぬ
 行
者
を
「
テ
ラ
ネ
ギ
」
、
死
者
・
先
祖
を
 

口
を
つ
い
て
出
て
く
る
言
葉
と
同
様
で
あ
る
 

祖
帝
 一
正
社
の
境
内
は
二
一
 
0
 坪
 、
主
要
建
物
 

に
 
「
祖
霊
殿
」
の
額
を
掲
げ
て
、
三
十
年
祭
 

記
し
た
大
札
（
当
年
度
分
）
も
掲
げ
ら
れ
て
 

他
 に
ネ
 ギ
 の
住
宅
、
倉
庫
等
の
建
物
が
あ
 

「
年
報
 碑
 」
（
和
牛
組
合
建
設
）
の
他
、
個
人
 

 
 

の
他
 老
人
会
・
子
供
会
・
婦
人
会
 

ど
の
諸
団
体
が
あ
る
。
 

き
 述
べ
て
お
く
。
 

 
 

総
代
は
旧
七
床
村
内
の
各
 字
 
よ
り
 

 
 

 
 

社
 で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
末
期
の
 

 
 

分
祀
し
て
い
る
。
参
道
入
口
に
は
 セ
 

 
 

記
録
に
「
牧
野
原
神
山
」
（
 

秦
 ，
，
 

2
 
 

）
 と
 記
さ
れ
 

祐
榛
ム
 

よ
み
が
え
っ
た
と
き
 口
 っ
て
よ
Ⅰ
Ⅵ
。
 

 
 

れ
ば
、
他
に
㈲
教
会
、
㈲
講
社
、
 

 
 

俸
 ㈲
 S
 ㈲
は
機
能
面
か
ら
の
 呼
 

 
 

に
 対
す
る
翻
訳
語
で
は
な
く
、
祭
儀
 

 
 

0
%
 

正
金
ロ
 

を
ヲ
ッ
 ダ
ン
」
な
ど
と
 

 
 

祠
堂
金
と
記
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

殿
 と
し
て
屋
形
を
安
置
し
、
左
側
 

 
 

納
 者
名
、
年
祭
の
期
日
と
氏
名
を
 

い
る
。
宗
教
法
人
の
認
証
は
受
け
て
い
な
い
。
 

 
 

第
二
次
大
戦
戦
没
者
四
十
五
名
 し
 

鳥
獣
の
供
養
 碑
 が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
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地域社会における 神葬祭の受容とその 展開 

六
祖
霊
社
と
神
社
の
祭
典
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

正
月
一
日
 5
 
三
日
に
 

 
 

 
 

 
 

手
鑓
 と
査
 p 
の
 
"
 円
舞
 

設 は め 当 物 
で " なはるた え れでは " 年 観てつ 補  

 

 
 

子
ギ
 

 
 

 
 

る
 

大
き
い
。
 

 
 

 
 

て
 

 
 

 
 

@
 

 
 

 
 

現
 

 
 

 
 

口
 舌
 
里
 

 
 

と
し
て
著
名
）
へ
も
 詣
る
 人
が
多
い
。
 

 
 

 
 

よ
 
ひ
 

 
 

 
 

げ
 

 
 

 
 

さ
 の

 住
宅
改
築
に
 

区
の
熱
意
は
極
 

い
な
い
。
行
事
 

供
え
ら
れ
る
の
 

在
地
へ
移
転
さ
 

で
の
祈
願
を
終
 

観
音
堂
の
比
で
 

さ
れ
た
公
の
施
 

れ
る
。
 

 
 

 
 

建
設
百
年
祭
で
は
、
 建
 

 
 

 
 

の
 五
 %
 弱
（
昭
和
五
 



 
 

 
 

か
と
言
え
ば
家
を
中
心
 
 
 

 
 

る
 。
式
典
後
の
餅
撒
 き
 

に
 多
く
の
人
が
集
ま
る
。
 

 
 

 
 

番
 と
「
霊
社
ネ
ギ
」
 

 
 

 
 

役
員
・
諸
団
体
代
表
者
 

 
 

 
 

し
ろ
祭
典
後
の
投
錨
 に
 

人
 が
集
ま
る
。
 

 
 

 
 

大
戦
戦
死
者
の
氏
名
 
 
 

行
 な
わ
れ
る
。
 

 
 

 
 

殿
と
 祖
霊
殿
の
開
扉
 

 
 

 
 

呉
 る
）
・
 
撒
撰
 ・
開
扉
 

 
 

 
 

れ
る
。
祝
詞
奏
上
が
祖
 

 
 

典
 ・
奉
斎
会
祭
典
（
神
殿
前
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

公
式
行
事
と
し
て
 定
 

 
 

 
 

長
毛
等
の
公
的
場
所
で
 

 
 

 
 

 
 

第
は
 、
修
祓
・
本
殿
 開
 

㎝
 

ぃ
 "
 が
な
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

祭
は
 区
役
員
・
神
社
 
1
 



地域社会における 神葬祭の受容 

  

  イ り   慢 
  

  

儀 で 

    

」 「 

  

  

の す 
の 祭 る 
供 壇 。 

ハ イ % 五 社 
は ネ、 
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とそ 

 
 

 
 

み
で
あ
る
。
祭
具
は
 

 
 

か
を
述
べ
て
お
こ
う
。
 

 
 

大
葬
儀
と
家
の
先
祖
祭
祀
 

 
 

 
 

で
あ
り
、
祖
霊
社
・
 
神
 

社
の
祭
典
と
は
こ
の
点
で
 
異
 り
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

自
然
に
受
容
さ
れ
た
 

も
の
と
考
え
て
 よ
い
 。
 

 
 

 
 

勤
め
る
こ
と
も
同
様
 

で
あ
る
。
 



者
は
購
入
が
可
能
で
あ
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
彼
岸
，
盆
に
お
け
る
家
の
 

仏
式
葬
儀
の
 ん
ラ
と
 大
き
く
違
っ
て
い
る
わ
 

っ
て
よ
か
ろ
う
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
葬
儀
式
を
祖
霊
社
ネ
ギ
 

で
の
信
者
が
約
四
 
O
 一
 
p
.
 一
二
 
0
 人
 と
さ
れ
 

る
が
、
葬
儀
式
は
天
理
教
会
員
の
手
で
行
な
 

祀
ら
れ
て
い
る
が
、
五
十
日
祭
で
教
会
霊
舎
 

祀
ら
れ
て
い
る
先
祖
の
為
に
永
代
祭
祀
 
料
を
 

た
だ
し
区
民
と
し
て
生
活
す
る
上
で
は
、
 

 
 

フ
 で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
周
辺
の
 

 
 

葬
儀
の
形
式
に
関
わ
ら
な
い
と
 
言
 

 
 

合
 が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
野
原
 

 
 

の
場
合
と
、
そ
う
で
な
 
い
 場
合
が
あ
 

 
 

肖
 る
「
御
霊
」
は
五
十
日
間
家
で
 

 
 

へ
の
 改
 式
の
場
合
は
、
祖
霊
社
に
 

 
 

ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

肘
金
の
依
頼
も
な
さ
れ
る
の
で
、
 
そ
 

@ か れ 
点 墓 家 役 粗 金 る   日 は した 正年 ま、 中日 広場 他 は ネギ 田、小さ R 神棚 墓 の でな 所 へ   

も 村 部 主 る ぃ が 
葉 長 屋 で 。 る 来 
中 の を あ 者 て 
さ 積 別 る が、   

れ 極         帰 祭 
た 約 し 家 つ 儀 
。 な て の て な 
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0 神 社 係   

O 祖 霊 社 係   
  神職 ( 非在住 )     

  
  

0 0 0 子 キ ( 在住 )   
① 神社当番 ( 兼 祖霊社当番 )   
0 0 奏楽 舞ノ、   
0 0 奏楽 演者   
00 楽人大   
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Transformation and Development of the Shinto 
Funeral Ceremony in a Local Community 

Haruo Sakurai 

The shinsosai is a funeral ceremony carried out using Shinto rituals. 
The form of this ceremony was generalized following the Meiji Re- 

storation (1868), with the result that it signified the dissolution of 
the relationship which had hitherto existed between the priests and 
temples of Buddhism, and the funeral ceremonies in which they had 
participated. The movement for the adoption of the Shinto funeral 
ceremony, backed as it was by the government's policy of positive 
encouragement, a t  first spread throughout the country, but it was not 
accepted as widely as might have been expeced given the fact of 
government support, and it subsequently had difficulty in taking firm 
root. 

On the other hand, there are examples where the shinsosai was 
adopted by entire communities within limited regional nexuses. 

The present work is a study based on the example of a local com- 
munity which was influenced by the shinsosai movement, with the 
result that all members of the community subsequently adopted the 
form of the Shinto funeral ceremony. On the basis of this example, 
the work will examine the process of the acceptance of the Shinto 
funeral ceremony in relation to those issues unique to a local society. 

Next, through an analysis of the relationships between the religious 
facilities used to enshrine a common ancestral spirit, the religious 
ceremonies held there, the priest performing the ceremonies, and the 
shrine, an attempt is made to clarify the conditions under which 
the Shinto funeral ceremony became established in the area, and a 
number of residual problem areas are uoted. 



The Transformation of Ancestor Worship in 
Modern Okinawan Society 

Mitsugi Komoto 

Modern Okinawa is gradually becoming an urbanized society. How- 
ever, the mere fact of urbanization does not mean an inevitable ces- 
sation of the observance of ancestor worship. On the contrary, it 
would seem more in line with the facts to suggest that although an- 
cestor worship may change its appearance, it will continue to exist 
as a mental, spiritual focus for people's social orientation. 

In Japanese society as a whole as well, ancestor worship, as  a re- 
lationship with a diachronically past "other," continues to have mean- 
ing as a socially founded symbol. Here, focusing on the ceremonies 
held in the graveyard, I have considered the way in which ancestor 

worship is conducted by the people in one Okinawan village, and by 

people who have migrated to the city from that village. In this case, 
I have attempted to make clear how the situation in Okinawa, 
refracted as it is through the Okinawan culture as well a s  the parti- 
cular political, economic, and social factors to be found there, differs 
from that in Japan. This is particularly the case as regards the issue 
of partrilineal descent, although as  a factor in common, the fact that 
ancestor worship of independant ie is performed as  a concrete ritual 
observance can be pointed out. 



Grave Visits on Seimei Day 

Noritada Kubo 

In China from about the third century B. C. E., the ten days or so 
following the vernal equinox were called the period of "Winter Food." 

During this period, all use of fire was forbidden, and it was customary 

to visit the ancestral graves. In the first half of the seventh century, 
the practice of visiting the graves on the third Winter Food day, the 
day known as Seimei, became one of the Five Rituals. It continues, 
changes notwithstanding, to the present day. 

I understand that this tradition is still alive in Hong Kong, Fu-chien 
and among the Miao people of Kweichow. Essentially identical 
observances may be found among the Fu-chien and Hakka lineages , 

of Taiwan. The Chinese people who have emigrated to Malaysia and 
other Southeast Asian countries likewise respect this tradition. 

Among those who have moved to Nagasaki and Okinawa, however, 
there is a tendency to regard grave visits on Seimei day as someth- 
ing to be ashamed of, and it seems likely that in their case this custom 
will die out in future. 

The custom as practiced in Okinawa is quite different in form that 
of China, but even today grave visits are customarily made on this 

day. 
Introducing the present state of affairs in each of these areas, this 

paper explores the causes that lead on the one hand to continuing 
respect for, on the other to decline in, traditional observances. 



An Inquiry into the Continuity of Skull Cult in 
Ancient China as the Prototype of Ancestor Worship 

Suetoshi Ikeda 

In 1956 I presented the hypothesis that ancient Chinese skull cult 
might be understood as the prototype for ancestor worship in China. 
Archeological excavations over the last twenty years have brought to 
light evidence that makes this hypothesis increasingly tenable: (1) a t  
three Neolithic sites, including Xian-B&np6 of the Yangshdo period 
and the village of He'bei- Jihng6u of the L6ngshan period, archeologists 
have discovered skulls buried for the second time with religious pur- 
poses; (2) for the latter part of the Yin period there are numerous 
examples of human skulls that bear scratch marks and were once used 
as oracle bones, whereas for the Zh6u period there are as yet no 
discoveries of burial sites devoted exclusively to skulls; (3) for the 
early Hdn period there is the cluster of old graves of the DiGn clan 
a t  Ydnncin Jinning-Shizhhishan, where archeologists have unearthed 
bronzeworks clearly depicting skull-oriented ancestral and fertility 
rites. 

Though it is not yet possible to establish clear historical connections 
for these skullcult remains, it is possible, if consideration is given to 
the ethnocultural background, to think in terms of latent connec- 
tions which, as more archeological evidence becomes available, will 
doubtless become manifest. 



The "4Pillow to the North" Custom 

Shinjo Takenaka 

To the present day people in Japan observe the death-related custom 
called kitarnakura : laying out the corpse with the head to the north 
and the face to the west. Of ancient origin, this custom is regarded 
as a blend of prehistoric practice and Buddhist influence. Conventional 
ways of laying out corpses are found among many peoples. The rea- 
sons for such a convention have to do not only with social and geo- 
cultural conditions but, more important, with a people's mythical 
and religious ideas, particularly ideas relating to the realm of the 
dead, the spirit world, the land regarded as their place of origin, and 
the like. This paper pursues this subject by surveying data on the 
Ainu, Japan proper, the Ryukyus, Oceania, and Southeast Asia. In 
connection with this survey it also takes up the funeral customs of 
ancient China, giving special attention to the idea of hopp6 seishi ("the 
view that holiness lies to the north") found in the custom of recalling 
a dead person. In its final section the paper considers corpse dispos- 
ition in ancient India, including the position in which the corpse 
of Gautama the Buddha was laid out, as an outcome of the ancient 
Indian notion of hopp6 seishi, which itself arose from the geocultural 
situation of that day and was backed up by such specific ideas as 
those of the "pure realm of the north," "the realm where Buddhist 
teaching flourishes," and "the land where the people originated." 

Behind this custom there lies, then, a long historical process and a 
vast range of intercultural contact. This paper reflects on the connec- 
tion that obtains between custom and idea. 



The Concept and Reality of Faith 
I 

-an introduction to the study of Sankaran Vedanta tradition- 

Yoshitsugu Sawai 

From the phenomenological perspective of religion, i. e. what "faith" 
is for adherents in Vedanta religious tradition whose founder is said to 
have been Sabkara, this article clarifies the concept and reality of 
"faith" in Sahkaran Vedanta tradition. Discussion in this article is on 
a Brahmanic religious tradition and attempts to understand the 
meaning-structure of its faith, called Smiirtas, whose center is &igeri 

). 

Matha, very influential even among Sankaran Vedanta traditions in 
modern India. 

In this religious tradition, the words corresponding to ' "faith" are 

fundamentally draddhti and bhakti. Both of them constitute the con- 
crete forms of faith together with other factors. Sraddhii is the trust 
in the words of scripture and teacher. It consists of the basis of re- 
ligious commitment both for lay Smartas (mainly householders or 
gyhasthas) and world-renouncers (samnytisins). For a samnytisin, bhakti 
implies philosophical sense of contemplation (nididhyiisana), while for 
a lay Smiirta, it means mental devotion. What combines both samnyii- 
sins and lay Smtirtas is faith in the head of samnytisins called Jagad- 
guru or Sankariictirya ; while samnyiisins attempt to attain mokga with 
the guidance of his words, lay Smiirtas desire salvation and worldly 
merits through his magico-religious powers. 



the Legend the "Grass and Trees Speaking" 

Noboru anishi 

In the ancient literature of Japan, and associated with the legend 

of the descent of the heavenly grandchild, are several references to 

the grass, trees, and rocks speaking. Since materials are extremely 

scanty, this legend can be studied either by investigating its words 

one by one as  they relate to ancient literature, or one can compare this 

legend with others, especially those of the descent of the heavenly 

grandchild, the activities of Susanoo no Mikoto, and the story of the 

heavenly rock cave, thus trying to ascertain its character as  legend 

and literature. 

In general, there is a tendency to view the legend of the grass 

and trees speaking on the same level as the legend of the descent of 

the heavenly grandchild ; by using the two kinds of investigation noted 

above, however, we see that such an estimation is not necessarily 

inevitable. Namely, this legend has the characteristic of a local legend 

with material possibly older than that of the legend of the descent of the 

heavenly grandchild. From this viewpoint, it can be hypothesized that 

the legend of the grass and trees speaking belongs to the "kuniwakashi 
[the rearing of the country] world", i.e. the ancient Japanese 

cosmogenic theory. 




